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平成 27 年度～平成 31 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名       順天堂          ２ 大学名     順天堂大学        

 

３ 研究組織名     静岡災害医学研究センター                          

 

４ プロジェクト所在地      静岡県伊豆の国市長岡 1129                    

 

５ 研究プロジェクト名  大規模災害に対応する包括的医療提供体制構築を目指す統合型研究拠点の形成  

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究                       

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

佐藤 浩一 医学研究科・上部消化管外科学 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  29 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

柳川 洋一 
医学研究科・救急・

災害医学・教授 

災害教育とその効果の検証 

民間災害拠点病院における civilian- 

military co-operation の実現 

テーマ 1 研究総括 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

大坂 裕通 
医学研究科・循環

器内科学・助教 

ドクヘリ搬送による内因性疾患の

検証 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

大森 一彦 
医学研究科・救急・

災害医学・助教 

多数傷病者発生事案における効

果的なドクヘリ運用の検討 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

石川 浩平 
医学研究科・救急・

災害医学・助手 

海難事故発生防止を目的とした医

学的介入 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

三島 健太郎 
医学研究科・救急・

災害医学・助手 

災害時への早期メンタルヘルス介

入は PTSD を減少させるか？ 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

大出 靖将 
医学研究科・救急・

災害医学・非常勤

講師 

災害派遣時の特殊車両モデルの

作成と運用 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

小池 道明 
医学研究科・血液

学・教授 
災害時の輸血療法 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

岩神 真一郎 
医学研究科・呼吸

器内科学・教授 

自然災害発生時における在宅酸

素療法患者に対する地域ネット

ワーク構築に関する検討 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

田中 利隆 
医学研究科・産婦

人科学・准教授 

災害時における妊婦の適切なトリ

アージの構築に関する研究 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

山本 拓史 
医学研究科・脳神

経外科学・先任准

教授 

災害時における症候性てんかん患者

の服薬管理と重積発作への対応に関

する研究 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 
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市之川 英臣 

医学研究科・呼吸

器外科学・助教 

災害時急増する呼吸器感染症疾

患（膿胸）に対する手術の意義 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

楠 威志 
医学研究科・耳鼻

咽喉科学・教授 

災害時医療機関機能停止時におけ

る、気道系疾患に対する「自宅ででき

る腹式呼吸を重点に置いた音声訓練

法」の有効性 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

大林 治 
医学研究科・整形

外科学・先任准教

授 

災害時被災者のロコモティブシンドロー

ム及び運動器不安定症患者の運動機

能評価 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

最上 敦彦 
医学研究科・整形

外科学・先任准教

授 

災害時の駆幹骨々折の治療機器

の力学的評価 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

諏訪 哲 
医学研究科・循環

器内科学・先任准

教授 

災害時の深部静脈血栓症及び肺血栓

塞栓症（エコノミークラス症候群）に関

する研究 

災害時のタコツボ心筋症（カテコラミン

心筋症）と急性冠症候群の診断と治療

に関する検討 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

吉池 高志 
医学研究科・皮膚

科学・名誉教授 

災害時に生じる皮膚潰瘍に対する早

期ならびに中期簡便治療について 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

丹原 圭一 
医学研究科・心臓

血管外科学・教授 

災害時心肺停止患者における早期

PCPS 導入の有用性に関する検討 

災害に備えた新たな医療技術の開

発 

岡崎 敦 
医学研究科・麻酔

科学・教授 

災害時の手術運営に関する情報

共有法の検討 

災害に備えた新たな医療技術の開

発 

菅尾 高裕 
医学部附属静岡病

院・薬剤科・課長補

佐 

大規模災害時を想定した薬剤備

蓄と効果的な処分について 

災害に備えた新たな医療技術の開

発 

佐藤 浩一 
医学研究科・消化

器外科学・教授 

腹部重症感染症による臓器障害にお

けるエンドトキシンおよび HMGB-1 の

関与の検討 

研究全般の総括、テーマ 2 研究総

括 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

折田 創 
医学研究科・消化

器外科学・准教授 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

前川 博 
医学研究科・消化

器外科学・先任准

教授 

災害避難民らにおける栄養状況把握

に関する血清脂肪酸を用いた検討 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

寒竹 正人 
医学研究科・小児

科学・先任准教授 

災害時の経験が被災者（児）の DNA に

トラウマとして刻まれる機構の解析 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

土至田 宏 
医学研究科・眼科

学・先任准教授 

災害時の断水による衛生環境悪化を

想定したコンタクトレンズ装用者の手指

および角結膜汚染 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

松崎 有修 
医学研究科・眼科

学・助手 

火山性粉塵が眼表面へ及ぼす影

響 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

神田 章男 
医学研究科・整形

外科学・准教授 

災害・救急医療で使用可能な画期

的な駆血装置の開発 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

諸橋 達 
医学研究科・整形

外科学・准教授 

クラッシュ・シンドロームにおける

血流循環改善の治療法の検討 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

古元 将和 
医学研究科・形成

外科学・非常勤助

手 

災害時の外傷や熱傷の皮膚欠損に対

する交換頻度の少ない被覆材とＤＤＳ

(drug delivery system)の研究 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

佐藤 俊輔 
医学研究科・消化

器内科学・助教 

プロテオーム解析からみた多臓器不全

時の肝臓をめぐる臓器相関の病態 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

（共同研究機関等）    

城石 俊彦 
情報システム研究機

構 国立遺伝学研究

所・教授 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

ノックアウトマウスの提供、研究指

導 
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三井 和幸 

東京電機大学・教

授 

災害・救急医療で使用可能な画期

的な駆血装置の開発 
EHD ポンプシステムの作製 

佐藤 太一 
東京電機大学・教

授 

災害時被災者のロコモティブシンドロー

ム及び運動器不安定症患者の運動機

能評価 

３D 動作解析 

柳川 良子 
伊豆保健医療セン

ター・看護師 

災害教育とその効果の検証民間災害

拠点病院における civilian- 

military co-operation の実現 

データ収集、分析 

Malcolm Brock 
Johns Hopkins 大

学・外科 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

エピジェネティックに関する研究指

導、立案、肺疾患に関する責任者 

Kathleen Gabrielson 
Johns Hopkins 大

学・内科 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

エピジェネティックに関する研究指

導、立案、心疾患に関する責任者 

伊藤 智彰 

Johns Hopkins 大

学・外科 

（現 順天堂大学医

学研究科・消化器

外科学・准教授） 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

動物実験。Hopkins大での遺伝子研

究。 

的場 亮 
DNAｃhip 研究所・

社長 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 
研究の指導、試料の提供 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

多数傷病者発生事案における

効果的なドクヘリ運用の検討 

医学研究科・救急・災

害医学・助教 
大森 一彦 

災害に備えた組織体制構築、シ

ステム運用、教育・訓練の普及

検証 

（変更の時期：令和２年 ２月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・救急・災害医学・准教授 大森 一彦 
災 害 に 備 え た 組 織 体 制 構

築、システム運用、教育・訓

練の普及検証 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

海難事故発生防止を目的とし

た医学的介入 

医学研究科・救急・災

害医学・助手 
石川 浩平 

災害に備えた組織体制構築、シ

ステム運用、教育・訓練の普及

検証 

（変更の時期：平成 31 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・救急・災害医学・教授 柳川 洋一 

テーマ 1 研究統括 

災 害 に 備 え た 組 織 体 制 構

築、システム運用、教育・訓

練の普及検証 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

災害時への早期メンタルヘルス介

入は PTSD を減少させるか？ 

医学研究科・救急・災

害医学・助手 
三島 健太郎 

災害に備えた組織体制構築、シ

ステム運用、教育・訓練の普及

検証 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・救急・災害医学・教授 柳川 洋一 

テーマ 1 研究総括 

災 害 に 備 え た 組 織 体 制 構

築、システム運用、教育・訓

練の普及検証 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

災害派遣時の特殊車両モデルの作

成と運用 

医学研究科・救急・災

害医学・講師 
大出 靖将 

災害に備えた組織体制構築、シ

ステム運用、教育・訓練の普及

検証 

（変更の時期：平成 28 年 7 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・救急・災害医学・教授 柳川 洋一 

テーマ 1 研究統括 

災 害 に 備 え た 組 織 体 制 構

築、システム運用、教育・訓

練の普及検証 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
災害時における症候性てんかん患

者の服薬管理と重積発作への対応

に関する研究 

医学研究科・脳神経外

科学・先任准教授 
山本 拓史 

災害に備えた新たな医療技

術の開発 

（変更の時期：平成 31 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学研究科・脳神経外科

学・先任准教授 
医学研究科・脳神経外科学・教授 山本 拓史 

災害に備えた新たな医療

技術の開発 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
災害時急増する呼吸器感染症

疾患（膿胸）に対する手術の意

義 

医学研究科・呼吸器外

科学・助教 
市之川 英臣 

災害に備えた新たな医療技

術の開発 

（変更の時期：令和元年 6 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・呼吸器外科学・助教 平山  俊希  
災害に備えた新たな医療

技術の開発 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
災害時に生じる皮膚潰瘍に対する

早期ならびに中期簡便治療につい

て 

医 学 研 究 科 ・ 皮 膚 科

学・教授 
吉池 高志 

災害に備えた新たな医療技

術の開発 

（変更の時期：平成 30 年 2 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・皮膚科学・先任准教授 長谷川 敏男 
災害に備えた新たな医療

技術の開発 

（変更の時期：令和元年 7 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・皮膚科学・教授 長谷川 敏男 
災害に備えた新たな医療

技術の開発 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
災害時の外傷や熱傷の皮膚欠損

に対する交換頻度の少ない被覆材

とＤＤＳ(drug delivery system)の研

究 

医学研究科・形成外科

学・助手 
古元 将和 

災害時における疾病・合併症の

病因・病態解明 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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不全時の肝臓をめぐる臓器相関の

病態 

医学研究科・消化器内

科学・助教 
佐藤 俊輔 

災害時における疾病・合併症の
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（変更の時期：令和元年 7 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・消化器内科学・准教授 佐藤 俊輔 
災害時における疾病・合併症

の病因・病態解明 

 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
静岡県東部は、南海トラフ巨大地震や津波、富士山噴火等の自然災害による甚大な被害が想定されている

地域である。伊豆半島に位置する順天堂大学医学部附属静岡病院はドクターヘリを有する災害拠点病院であ

り、災害時には物資の受入や救急患者の搬送などのシステム運用から救急患者及び避難者の傷病の診療・治

療まで中心的な機能を保持する必要がある。本プロジェクトは、大規模災害に備えた組織体制構築から、災害・

救急時の傷病に対する予防・治療開発に関する基礎研究まで含んだ研究基盤の拠点形成を行ない、災害に強

いシステム及び医療技術を発信し、優秀な人材を育成することを通じて防災、減災に貢献することが目的であ

る。また、災害拠点病院に研究拠点をおくことは、トランスレーショナルリサーチが即時可能である点や、大規模

災害が緊急且つ重要な課題となっている静岡県、ひいては災害の多い日本にとって大変意義がある。 

（２）研究組織 
本研究プロジェクトは、本学医学部附属静岡病院内に附置する「静岡災害医学研究センター」として開設し

た。研究代表者の佐藤浩一をセンター長として、災害医学関連 31 の研究課題を 2 研究テーマに分け実施した。

①災害に備えた組織体制構築関連課題については柳川洋一（救急・災害医学）を代表として 21 課題、②災害時

における疾病・合併症の病因・病態解明関連課題は佐藤浩一（消化器外科学）を代表として 10 課題、総勢 29

名の研究者で実施した。専門分野は、救急災害医学研究全般にわたり、救急医学、災害医学、呼吸器内科学、

循環器内科学、消化器内科学、血液学、外科学、整形外科学、形成外科学、心臓血管外科学、呼吸器外科

学、産婦人科学、小児科学、麻酔科学、眼科学、皮膚科学、脳神経外科学、耳鼻咽喉科学などが主な分野とな

る。平成 27 年度から平成 28 年度まで PD2 名・研究支援者 2 名、平成 29 年度は PD1 名・研究支援者 3 名、平

成 30 年度は研究支援者 4 名、平成 31 年度は研究支援者 3 名がプロジェクトに参加した。拠点構築に当たって

は、本学の教育研究資源を有効活用し、人材育成の傍ら、地域の行政、消防、警察、自衛隊、住民らと相互に

交流･情報共有が可能となる協力体制を組んでいる。研究の連携体制については、国立遺伝学研究所、東京電

機大学および John’s Hopkins 大学などの国内外で共同実験を実施している。John’s Hopkins 大学とは定期

的にＷｅｂミーティングを行い、情報共有を行う体制をとっている。 

（３）研究施設・設備等 
当該拠点は、順天堂大学附属静岡病院管理棟内に併設する静岡災害医学研究センター内の総面積 251 ㎡

の共同実験室・生化学実験室・動物実験室及び人間工学研究室にて、約 50 名の研究者が当該プロジェクトの

実現を図っている。本研究のために平成 27 年度以降に設置された主な設備は、実験動物飼育システム（通年

稼動）、DKH ３次元動作解析/床反力計測システム（950 時間）、Illumina 次世代シークエンサー next seq 500

（350 時間）である。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
当研究センターは災害医学関連の各研究課題を、①災害に備えた組織体制構築及び新たな医療技術の開

発関連課題と、②災害時における疾病・合併症の病因・病態解明関連課題の大きく 2 つのテーマに分け実施し

ている。（ ）内は対応する 13,14 の番号で、それぞれ論文（*）、学会発表（**）、図書（***）、特許等（****）を付

した。 



（様式 2） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1511008L 

 
 

【テーマ 1-1（災害に備えた組織体制構築、システム運用、教育・訓練の普及検証）】 

柳川らは、「災害教育とその効果の検証」において、様々な災害教育や訓練を消防、警察、自衛隊等を交え

て行ってきた  (*2, *27, *28, *41, *47, *69, *83, *123, *140, *151, *154, *162, *168, *198, *200)。災害に対する

教育について、訓練を受けた者と受けていない者とを比較し、それがトリアージや災害現場の総合判断に関して

有益であることを証明した (*101)。また 熊本地震時には静岡県庁、熊本県庁、陸上自衛隊と調整を行い、被

災地における災害診療の支援を行った  (*32, *78)。西日本豪雨や北海道胆振東部地震の際には現地調査を行

い、ライフラインの重要性を再度強調した  (*122, *152) 陸上自衛隊の重症例は当院で診療を行い、顔の見える

関係作りを行っている  (*63, *106)。また、テロによる特殊災害 (化学・生物・放射性物質・核・爆発物)ではヘリ

パイロットに悪影響を及ぼし、重大な航空機事故につながる可能性があり、少なくともドクターヘリはその運用に

関わるべきでないことを提言し、日本航空医療学会の指針に盛り込まれた  （*105, *119）。日本外傷学会の銃

創・爆傷患者診療指針作成に関与し、国内の医療機関に配布した  (*393)。 

 柳川らは、来院患者の確定診断に影響を与える因子の後方視的検討の外傷画像診断において、外力が加

わった個所に微小なガスが発生するため、この解析が受傷機転の解明に有用であること、減圧症の発生メカニ

ズムに関与している可能性があること、この微小ガスを消化管穿孔と誤認し、開腹される症例があることを示し

た  (*6 *21, *38, *44, *54, *102)。心停止症例における原疾患の違いによるクリニカルプロフィールの検討では、

大動脈解離は高齢女性で現場心電図は無脈性電気活動で心拍再開を得られにくいこと、くも膜下出血は中年

女性で現場心電図は非ショックリズムで心拍再開を得られやすいことを示した  (*71, *79)。アナフィラキシー患者

では 100 人に 2％程度で急性冠症候群を合併する症例があり、心電図検査の重要性を強調した (*77)。静岡県

東部における開渠側溝の危険性を示した  (*24, *43,*136)。車やバイクで走行中、鹿と遭遇した場合、避けずに

衝突したほうが、重傷になりにくい可能性を示した  (*107)。院外心停止の症例では AED の使用の有無が最も予

後に影響する因子であることを示した  (*110)。マムシ咬症では来院時の生化学分析結果が重症度予測に有用

であることを示した （*131, *163, *180）。外傷患者の来院時の FDP 値は予後予測に有用であることを示した  

(*179)。  

大坂らは、「ドクヘリ搬送による内因性疾患の検証」において、くも膜下出血症例では現場から直接当院に搬

送された者の転帰が、一旦他院に収容され、診断がなされてから搬送されるより、良好であることを示した  

(*49)。急性冠症候群でも現場から直接当院に搬送された者の転帰が、一旦他院に収容され、診断がなされて

から搬送されるより、良好であることを示 した  (*73)。また 高山病や高所での心停止症例でもヘリを用いた救命

の連携が患者の転帰に影響した事例を示した  （*34, *59, *113）。ドクターヘリで搬送した中毒症例では意識水

準、血圧値が入院に関わる因子であることを示し、かつ、揮発性物質による中毒患者はドクターヘリで搬送すべ

きでないことを提言した  (*103, *118)。アナフィラキー患者に対するドクターヘリの有用性も示した  (*117)。痙攣

患者に対してドクターヘリによる医療介入の有用性も示した  (*157)。 

大森らは、「多数傷病者発生時案における効果的なドクヘリ運用の検討」において、当院は静岡県東部ドク

ターヘリの基地であるが、ドクターヘリ以外にドクターカーを用いた搬送前の多数傷病者事案に関わり、運用を

行っている。静岡県東部ドクターヘリは、県内で西部ドクターヘリと協働し多数傷病者のマネージメントに関わっ

ている。また静岡県東部ドクターヘリは山梨県、神奈川県ドクターヘリと隣県協定を締結している。マイクロバス

横転や電撃症による多数傷病者発生事案では静岡県東部ドクターヘリ、神奈川県ドクターヘリ、ドクターカーを

用いての傷病者対応を報告した  (*29, *72 )。陸上自衛隊行軍中による熱中症多数発症事案では静岡県東部ド

クターヘリの複数回運用と神奈川県ドクターヘリの協働により傷病者搬送を行った  (*111)。火災による気道熱

傷多数発生時は、神奈川県ドクターヘリと協働し、適切な分散搬送を行った  (*178)。また、防災ヘリとドクターヘ

リ等多機関のヘリを用いた方が多数傷病者の搬送に有用であることを、訓練を通じて示した  (*112, *173)。以上

のように手持ちの医療資源を柔軟に運用し、搬送前の多数傷病者事案のマネージメントの方法を開発してい

る。  

石川らは、「海難事故発生防止を目的とした医学的介入」において、減圧症に対する取り組みとして、溺水と

減圧症の鑑別に超音波を用いた下大静脈内の気泡の有無が単純な溺水と減圧症との鑑別に有用である可能

性を示した事例を報告した  (*35)。減圧症が発生後、ヘリ搬送による症状悪化の懸念があるが、輸液路確保に

よる脱水の補正、高度 300m 以下で 減圧症患者搬送を行えば、症状は悪化することなく、むしろ改善傾向を

示すことを示した  (*51)。減圧症症例では微小な窒素ガスが体内に発生するが、それは 外傷性空洞現象と同

様、運動による外力が発生した箇所に生じやすいことを CT 画像を 用いて提示した  (*18, *38)。 減圧症発生

現場近傍で超音波を用いた減圧症診断は鑑別に有用な手段であることを示唆した  (*108)。減圧症の初期管理

に多職種による勉強会は有用であることを示した  (*137, *166)。ボディーボード損傷に関しては、浅瀬で波に揉

まれて回転した際に頭部を海底に打ち付け、頸部 が過伸展を強いられたときに上肢を中心とした麻痺や痺れ、

すなわち中心性頚髄損傷を生じやすいことを、疫学的調査を含め提示した。ライフセービングのフラッグ競技で
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は脊髄損傷を生じうることを示した  (*149)。 

三島らは、「災害時への早期メンタルヘルス介入は PTSD を減少させるか？」において、1,2 年目は院内に

おける体制づく り、メンタルヘルス介入内容の検討、倫理委員会承認の取得、3 年目は臨床試験を開始し、

データを収集・解析し、その結果を 2019 年 Resuscitation に発表を行った  (*201)。  

大出らは、「災害派遣時の特殊車両モデルの作成と運用」において、多数傷病者事案発生時にはドクターヘ

リとドクターカーの協働 による対応、ドクターヘリが飛行不能な悪天候 時には代替手段として、ドクターカーを

使用している (*29, *72)。ドクターカーに転用できるポータブルレントゲンを用いた病院前診療を実施し、その有

用性を示した （*161, *165）。また、院外で新生児に問題が生じた際に、新生児科医師が 新生児救急車に同乗

し，往診・搬送を行い、地域の周産期医療に貢献している。 

小池らは、大規模災害における輸血療法について、静岡県内の施設を対象にアンケート調査を行い、現在の

大規模災害時の輸血療法についての準備状況を把握する事ができた。さらに、その結果を踏まえて、自施設の

大規模災害時の輸血療法のマニュアル作りと、血液センターや行政との連携について確認する事ができた。ま

た、救急において、大出血をきたした症例に対して、クリオプレシピテートを使用して、止血の効果を検証する事

ができた。 

岩神らは、「自然災害発生時における在宅酸素療法患者に対する地域ネットワーク構築に関する検討」にお

いて、宅酸素療法を行っている患者20名に対し、災害時の意識調査を行った。その結果、災害発生時に電力が

喪失していなければ 17 名は自宅にいることを希望されているが、自宅が停電など住めない状態になった時にど

こで酸素吸入ができるか、行政から指示があるかに関しては、ほとんどの方（19 名）が知らないという結果だっ

た。以上から、災害時の課題としては、近隣の医療施設や地元自治体への働き掛けが必要となるため、地元医

師会と協議を行う必要性が考えられた。2017 年度までの進捗状況を受け、地元医師会や自治体の担当者さら

には酸素供給業者を交えての話し合いを行い、実態の把握や課題について認識を共有することができた。上記

を踏まえ、現在まで、各医療機関で患者の同意のもと在宅酸素療法患者の情報収集を行い、各市町で情報を

蓄積している。また、毎年 9 月には情報の更新を行うこととした。 

田中らは、「災害時における妊婦の適切なトリアージの構築」において、産科救急母体搬送症例 821 例を対象

とし、現状の妊婦トリアージが適切かどうか検討した。トリアージ「赤タグ」の中で、当院到着時に母児のいずれ

かが危機的症例の割合は 37%（217/580 例）であった。また搬送方法はドクターヘリによる迅速な対応が母児の

予後を改善している一方で、救急車による搬送でも問題なかった症例に対してもドクターヘリを使用していること

が分かった。以上の結果から、現状の妊婦トリアージは妥当であることが示唆されたが、現場で母児の状態を

できる限り正確に評価し搬送方法を選択することが重要と考えられた。次に災害時に増加することが予想され、

かつ早期対応が必要な常位胎盤早期剥離、産科危機的出血について検討した。常位胎盤早期剥離 50 例の検

討では、発症から治療開始までの時間と児の予後に明らかな相関は認めなかったが、より早期（1 時間以内）に

娩出することにより、子宮内胎児死亡を減少できる可能性が示唆された。また超音波所見によって重症度に違

いがあることが分かり、救急搬送時のトリアージに有用であると考えられた。産科危機的出血 70 例中、弛緩出

血が原因である 42 例の検討では、搬送前に子宮内タンポナーデ（ガーゼもしくはバルーン）を行った症例がなに

も行わない症例にくらべて、来院時に産科危機的出血に至ることが有意に少なく、また搬送中からその後の出

血量も少ないことが分かった。この結果から、搬送前に子宮内タンポナーデを行うことにより、母体の予後改善

につながる可能性が示唆された  (**254, **255）。 
 
【テーマ 1-2（災害に備えた新たな医療技術の開発）】 

山本らは、「災害時における症候性てんかん患者の服薬管理と重積発作への対応に関する検討」の課題に

おいて、静岡県東部地区のてんかん診療の現状把握と共に、薬剤の在庫状況を把握することで、大規模災害

時におけるてんかん診療における対応を検討することとした。研究計画では、アンケート形式によるてんかん患

者の把握と処方内容および医療機関、調剤薬局等への薬剤在庫調査をすることとしていたが、当該地域にはて

んかん専門病院に乏しく、事前調査にて一定数が医療圏外の医療機関（静岡県てんかんセンター、神奈川県、

東京都内の医療機関等）にて治療を受けており、患者の母集団を把握することが困難であることが判明した。ま

た、調査期間中にも新たな抗てんかん薬が上市され、投与薬剤の変更が頻繁に行われていることが判明した。 

 市之川らは、大規模災害が起こった場合、粉塵暴露や生活水準の低下に伴い、通常時期よりも膿胸の発生

頻度が上がると考え、呼吸器外科領域における膿胸手術をテーマに研究を行った。 

 楠らは、腹式呼吸を重点に置いた簡易音声訓練法により、声帯結節は 3 ヵ月以内に 27 例全例（100％）消失し

た。声帯ポリープでは 25 例中 19 例（76％）が消失した。プロトンポンプ阻害剤無効の喉頭肉芽腫症例について

は、29 例中 18 例（62％）に消失および縮小を認めた。 

大林らは、ロコモティブシンドロームと運動器不安定症を安全・簡便かつ確実に評価する方法を検討した。障

害物のまたぎ動作では下肢関節の動域がつまずきと関与し、椅子からの立ち上がり動作では立ち上がりから歩
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行への移行局面が、健常者とロコモ群との差を見出すポイントになることは解り、説明変数の絞り込みに主成分

分析が有効であることを示した。 

最上らは、「骨盤骨折への新しい後方固定法の開発」にて、骨盤骨折において、手術手技が容易で、腰部の

生理的可動性を温存可能な Sacroiliac rod fixation (SIRF)固定を考案した。骨折固定をシミュレーションした力学

的評価の結果、恥骨プレートを追加することにより従来の方法と遜色が無い固定性が得られることを解明した。

また、大腿骨転子部の骨折に対するフックピンを用いた新しい骨接合法も開発した。 

災害発生時には災害による直接的な生命への危機が及ぶ場合と、災害発生直後の危機を乗り越えた後の

避難所等の環境を誘因とする災害関連死による生命への危害が知られている。後者の代表的な例として深部

静脈血栓症及び肺血栓塞栓症（エコノミークラス症候群）が挙げられる。諏訪らは、通常の診療において深部静

脈血栓症及び肺血栓塞栓症の症例を蓄積し、発症に至る生活様式等病態の解明を行った。 

災害時に発生する外傷、熱傷による広範囲皮膚潰瘍では、体液漏出による生命危機に直面する。長谷川ら

は、比較的容易に採取、培養が可能な脂肪組織由来幹細胞を用いた皮膚潰瘍に対する新たな治療法の開発

を目指した。そこで、脂肪組織由来幹細胞中に表皮角化細胞の前駆細胞が存在することを見出し、その効率的

な分化誘導法を開発した。また、マウス背部に作成した皮膚欠損創に未分化な脂肪組織由来幹細胞を投与す

ると創傷治癒が促進し、表皮角化細胞に分化誘導した脂肪組織由来幹細胞は、さらに強く創傷治癒を促進する

ことを確認した。 

岡崎らは、災害時の混乱の中でも効率的な手術室運営ができる要因を検証するため、阪神淡路地震の被災

地の病院のうち、当院の規模に近い 2 病院について、災害時から復興に至るまでの様子を調査した。1 つは建

物崩壊によって病院としての機能がほとんど停止した神戸市立医療センター西市民病院と、水道以外のインフ

ラが残った神戸大学附属病院について、震災後初期の病院機能を再開・再建までを担当した医師にインタ

ビューを行った。病院の被害では対照的な 2 病院は、震災初期の病院機能に大きな相違があり、建物障害の程

度がその後の機能再開に大きく影響することが分かった。 

菅尾らは、伊豆半島東部地区におけるインスリン治療中の患者数調査 （順天堂静岡病院に通院中患者）を

実施、同地区における順天堂静岡病院以外に通院中のインスリン治療中の患者数想定し、順天堂静岡病院に

通院するインスリン治療中の患者の分布状況調査を行った。 

【テーマ 2（災害時における疾病・合併症の病因・病態解明）】 

佐藤浩らは、災害時の検体保存の指標を作成するため、血液検体放置による HMGB-1 の安定性評価を行

い、遠心分離をせずに保存した血清よりも、採血後直ちに遠心分離した状態で保存した血清では、HMGB-1 濃

度は採血から 72 時間経過時においても上昇しないことを見いだした。これにより採取後直ちに遠心分離すれば

3 日間は使用可能であることが判明した。また、大腸穿孔による汎発性腹膜炎、敗血症性ショック患者の血清お

よび腹水中の HMGB-1 濃度および PMX-DHP の効果を検討した結果、術前の HMGB-1 は 26.4 ng/ml と高値を

示し、腹水 HMGB-1 も 58.29 ng/ml と著明な高値を示した。PMX-DHP 施行直後、血清 HMGB-1 は 12.3 ng/ml

と半減し、24、48 時間後と漸減したことを示した。これにより HMGB-1 が汎発性腹膜炎のマーカーとして有用で

あることを確認した。 

大災害発生時、多くの方がストレスを受け、胃腸炎、胃潰瘍などを併発する。断水によるトイレ不足や腸炎の

蔓延に伴う衛生環境の悪化、高齢者の脱水を誘起し、逆に水分摂取削減も、血栓塞栓症を引き起こす引き金と

もなり、重篤な問題である。折田らは、皮膚の炎症などによる環境変化、脱毛に着目し、脱毛を示す突然マウス

変 異 体 Rim3 の 原 因 遺 伝 子 探 索 過 程 で 城 石 教 授 ( 国 立 遺 伝 学 研 究 所 ) に よ り 発 見 さ れ た

Gasdermin(GSDM/Gsdm)遺伝子ファミリー（A,B,C,D）について共同研究を行ってきている。近年の研究で GSDM 

B がアレルギーに関与していること、GSDM D が炎症によるプログラム細胞死、パイロトーシスの重要因子であ

ることが判明しており、この遺伝子の解明が腸炎などの治療や予防に寄与するものと考える。また、災害時にお

けるストレスが悪性腫瘍を誘起しているかについても検討をおこなった。 

 災害時には長期間にわたる絶食を強いられることも考えられる。前川らは、このような絶食環境下に置かれた

場合の生体の metabolomes とくに adipocytokine の変化を様々な疾患によってどのような差があるのかを検討し

た。まず予備的検討で絶食の間にどの種類の adipocytokine に変化が見られるかを ELISA 法で調べた。検討し

た adipocytokine は adiponectine、adipsin、lipocalin、PAI-1、reistin、HGF、IL-1β、IL-6、IL-8、leptin、MCP-1、

TNF-α である。この間に変動を示したのは adiponectin、adipsin、resistin であった。そこで 120 時間の絶食中の

患者さんから血液サンプルの提供をいただきこれらの adipocytokine の変動をみた。この時、災害時に外傷を

負った場合を想定して手術侵襲が加わった場合にこれらの adipocytokine の変動が侵襲によって修飾されるか

を併せて検討した。検討の結果、adiponectin は絶食により低下する。resistin は増加を示した。また手術侵襲が

加わると adiponectin の低下と resistin の増加は顕著となった。以上の結果から絶食期間中には脂肪細胞は飢

餓、侵襲に対応して血糖上昇を保つことが考えられた。また、この検討で糖尿病を合併している人では adipsin

値が健常者に比べて高値であることが判った。Adipsin はその後に膵 β 細胞に働き、insulin 分泌を刺激すること
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が報告された。また、adiponectin の分泌低下が糖尿病症例で認められることが知られている。この点に着目し

以下の検討を行った。膵頭十二指腸切除術を行うと術後糖尿病の発症をしばしば経験する。この糖尿病の発症

に adipocytokine がどのように関連してるのかを検討した。結果、術後 adiponectin は低下傾向を認めたが

adipsin は変化を認めなかった。糖尿病発症のいかんにかかわらずこの傾向に差はなかった。膵臓術後の糖尿

病発症には adipocytokine は寄与しないことが判明した。また、adiponectin の低下と体重減少と関連が示唆され

た。 
 寒竹らは、災害時のストレスモデルとして、早期に出産に至り新生児集中治療室へ入室となった上、長期にわ

たる母子分離、様々な侵襲的医療行為を受ける新生児を用いて、ストレスが DNA メチル化に及ぼす影響を検

討した。新生児の血清から分離した cell free DNA を用いてグルココルチコイドレセプター遺伝子のメチル化を

測定した結果、DNA がメチル化されるのは生後１か月を過ぎてから２か月にかけてであった。これによる精神

神経発達障害の懸念が高まった。また、メチル化に強い影響を与える因子について、多変量解析を行ったとこ

ろ、出生後の副腎不全と子宮内発育不全が影響していることが判明した  （*360, **598, **600, ***19, ***20）。 
土至田らは、災害時、洗浄困難なコンタクトレンズの取り扱いについて検討を行った。コンタクトレンズのケー

ス内保存液の残液量と蛋白濃度を比較、調査したところ、液量が少ないほど蛋白濃度が高くなる傾向が示され

た  （*366）。日本人の有病率が 17％を占める緑内障患者は眼圧測定が重要であるが、災害時には病院や眼

科診療所への受診が困難となる事が想定される。眼圧 24 時間連続測定用センサーコンタクトレンズの装用によ

り、患者自らが眼圧変動を測定する事ができるようになるが、装用中止後も 1 日程度は角膜形状変化による見

え方の悪さが発生する事が注意点として挙げられた。 

松崎らは、我が国の眼外傷の現状、ならびに火山性粉塵が眼表面へ及ぼす影響を調査した。開放性眼外傷

例の傾向としては労働者の男性が多い傾向がみられた。火山灰の眼内飛入を想定した家兎を用いた麻酔下で

の実験では、ソフトコンタクトレンズを装用させた眼では眼障害が少ない傾向がみられた。この現象を、より人間

が災害発生に直面した時を想定すべく、輸入ヒト角膜を用いて同様の実験を行ったところ、家兎で見られたのと

類似した結果が得られた。 

神田らは、「災害・救急医療で使用可能な画期的な駆血装置の開発」において、動物を用いたターニケット駆

血による合併症の評価を行い、新型駆血システムの開発に必要な生理的･生化学的情報を得た。従来の空気

圧ポンプに替わり、駆血状態を保ちながら圧力をコントロールできる流体ポンプ(EHD ポンプ）を開発し、筋への

ダメージや痛みを軽減できることを究明した。 

諸橋らは、重篤な病態へ移行し致死率も高いクラッシュ・シンドロームの病態の解明のため動物によるクラッ

シュモデルを作成することを可能とした。採血による生化学的評価により、筋組織へのダメージの再現を確認し

た。さらに外傷や血行障害・変形性関節症などから生じる、大腿骨頚部の障害に対する THA（人工股関節）にお

いて、音響学的にインプラント（大腿骨ステム）の至適固定条件を検討した。 

佐藤俊らは、肝線維化を伴わない急性肝障害における血清 M2BPGi 値の変動について調査し、血清 M2BPGi

値に影響を与える肝線維化以外の要因について解析した。その結果、M2BPGi は肝線維化をほとんど伴わない

急性肝障害でも上昇することが明らかとなった。特に肝炎例ではALT値との相関が認められたことから、肝内に

おける壊死炎症反応が血清 M2BPGi 値に影響を与えるものと考えられた。しかしながら肝炎を伴わない循環不

全などでも血清 M2BPGi 値上昇が認められたことから、炎症反応以外の未知の要因が影響する可能性も考えら

れた。今後災害時に発症しうる急性肝障害において血清 M2BPGi 測定が診断・治療に役立つ可能性が考えら

れた。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 
【テーマ 1-1】 

・くも膜下出血、急性冠症候群症例では、ドクターヘリによる現場からの早期搬送が有用であることを世界で初

めて示した。減圧症のドクターヘリ搬送の安全性を世界で初めて示し、また、当地域での減圧症の取り組みを世

界に紹介した。テロによる特殊災害 (化学・生物・放射性物質・核・爆発物)ではヘリパイロットに悪影響を及ぼ

し、重大な航空機事故につながる可能性があり、少なくともドクターヘリはその運用に関わるべきでないことを提

言し、日本航空医療学会の指針に盛り込まれた。多数傷病事案における複数機ドクターヘリやドクターカー運用

の有用性を示した。急性大動脈解離やくも膜下出血による心停止症例のクリニカルプロフィールを世界で初め

て示した。CT 画像上、外傷が加わった部位に発生する窒素ガス分析により、様々な外傷診断における臨床例

を報告し、日本外傷学会では優秀演題賞を獲得した。ボディーボード損傷に関しては、浅瀬で波に揉まれて回

転した際に頭部を海底に打ち付け、頸部が過伸展を強いられたときに上肢を中心とした麻痺や痺れ、すなわち

中心性頚髄損傷を生じやすいことを世界で初めて示した。静岡県東部における開渠側溝の危険性を示した。車

やバイクで走行中、鹿と遭遇した場合、避けずに衝突したほうが、重傷になりにくい可能性を示した。ポータブル
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レントゲンの病院前診療での有用性を世界で初めて示した。自衛隊や米軍と大規模災害時の協力に向けた平

時からの合同訓練や実務を円滑に行えるようになった（柳川）。 

・アンケートの結果を基に、自施設のマニュアルを作成する事ができた。さらに、血液センターや行政との連携を

確認する事ができた。救急医療において、クリオプレシピテートの有効性を確認できた(小池)。 

・伊豆市、伊豆の国市、函南町で医療を行っているほとんどの医療機関（田方医師会に所属されている医療機

関）と行政が協力して、在宅酸素療法患者の所在、実態を把握するという行動につながり、今後も継続していく

という共通認識が持てたことは、優れた成果と考えられた（岩神）。 

・地域における災害時の包括的な周産期医療体制を構築することを目的として研究を行い、現状の妊婦トリ

アージが妥当であることが確認でき、また超音波によるトリアージの有用性や、搬送前の子宮内タンポナーデの

有用性を示すことができた(田中)。 
 

【テーマ 1-2】 
・膿胸に対する胸腔鏡下手術と開胸手術の比較をしたところ、胸腔鏡下手術は急性膿胸に対して開胸と同等の

効果をもたらし、また、男性、既往歴がある患者、術前Ａｌｂが低値の患者は周術期に合併症を引き起こすことを

見出した(市之川)。 

・従来音声治療は声帯結節に対して第一選択とされているが、本音声訓練は声帯結節のみならず声帯ポリー

プ、難治とされている喉頭肉芽腫の症例にも有効な手段であることが示唆された(楠)。 

・ロコモティブシンドロームや運動器不安定症の診断において、動作解析の評価から得られた多くのデータか

ら、必要な評価項目の決定に、多変量解析（主成分分析）が有用であることを見出した(大林)。 

・骨盤骨折において、SIRF 法はより少ない手技操作で、最大の骨折固定効果が得られることを究明した。ま

た、手技が容易な、フックピンシステムは大腿骨転子部骨折に有用な固定性を示し、災害時などマンパワーが

得られにくい場面で有用な方法で有ることが解った(最上)。 

・従来深部静脈血栓症及び肺血栓塞栓症に対しては抗凝固薬の点滴静脈内投与による治療が行われていた。

しかし、数年前から新規経口抗凝固薬による治療が行われるようになり、より簡便な治療が可能となってきてい

る。中には全く点滴静脈内投与を必要としない治療も実施されている。医療資源の乏しい災害時における深部

静脈血栓症及び肺血栓塞栓症の治療が経口内服薬のみで完遂出来れば災害医療現場での緊急治療の成績

向上と効率化が期待される(諏訪)。 

分化誘導法により脂肪組織由来幹細胞が約45%と極めて高率に表皮角化細胞へと分化した。また、未分化な

脂肪組織由来幹細胞はα平滑筋アクチンを強く発現し、細胞包埋培養コラーゲンゲル収縮試験では線維芽細

胞より収縮活性が高かったが、表皮角化細胞に分化誘導後にそれらは低下しており、表皮角化細胞に分化誘

導した脂肪組織由来幹細胞は創収縮より主に上皮化によって創傷治癒を促進することを明らかにした(長谷

川)。 

 

【テーマ 2】 

・GsdmD KO では有意差をもって WT より炎症が軽く、粘膜の新規更新が認められた。また、一部に腫瘍の形成

も認められた。マクロファージと好中球についての検討では、KO マウスではコントロールに比べ、マクロファージ

の遊走が抑えられている結果であった。炎症時に細胞膜孔の形成がないため、細胞死が軽微で、新規更新が

盛んである可能性が示唆され、KO マウスでは、有意差を持って大きく、多数の大腸癌が認められた  (****1)。

KO マウスに対して FAS 阻害剤を投与したところ、優位に腫瘍形成を阻害することが判明した(折田)。 

・これまで災害による絶食を強いられた状態を想定した adipocytokine の変動を 120 時間の長さで調査した報告

はなかった。脂肪細胞は緩やかに飢餓に対して対応していることが判明した(前川)。 

・新生児の精神神経発達予後が不良なことはよく知られているが、その分子基盤は全く不明で、新生児期の治

療介入がどの程度効果的なのかがわかるのは、早くても 1 年半後に発達検査が可能になってからであった。本

研究のもっとも優れた成果は初めての分子的基盤、それもエピゲノム変化という、発生早期にプログラムされ、

将来にわたって影響する変化をとらえることができたことで、これによりリアルタイムに近いタイミングで将来を予

測できる展望が立ったことである(寒竹)。 

・肉眼では見ることが出来ないコンタクトレンズやレンズケース内保存液の汚染状況は、蛋白濃度を測定する事

でその汚染度が推測できる事が示唆された。また、災害発生時においても緑内障患者の眼圧測定を、センサー

コンタクトレンズを用いることで受診できない状況下でも自宅で行えるが、その際の翌日の一過性視力低下への

注意点を留意すべきである点が明らかとなった（土至田）。 

・開放性眼外傷例の傾向が判明し、男性は労働者層および高齢者は転倒に注意を要する。火山灰の眼内飛入

では、家兎眼、ヒト眼を通じてソフトコンタクトレンズ装用眼で眼障害が少ない傾向がみられた（松崎）。 

・ＥＨＤ（electrohydrodynamics）現象を応用したポンプを試作し、駆血圧の駆動として動物に用いたのは本邦初
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であり、PC を用いる事により加圧の制御・調整が自由にできるポンプの開発段階に入った(神田)。 

・クラッシュ・シンドロームの病態の解明のため動物によるクラッシュモデルを定量的に作製することができた。イ

ンプラントの至適固定条件を音響学的に解析し決定できる可能性が有ることを見出した(諸橋)。 

 

＜課題となった点＞ 
【テーマ 1-1】 
・様々な訓練を行い、訓練や局地災害場面でその検証は行ってきたが、大規模災害時での評価が未実施であ

る。救命センターにおける死亡症例の家族に対してのメンタル評価は実施できたが、実災害で同様のアプロー

チが有用であるかは確認できていない。一部の疾患において、診断プロセス、転帰に関する検討を行ったが、

依然多数の臨床課題が残存している。減圧症に関しては、予防に踏み込んだ研修会を実施しているが、その他

の海難事故に関しては、手つかずの状態である(柳川)。  

・一部の内因性におけるドクターヘリの有用性は示したが、多数の内因性疾患の検証ができていない。(大坂) 

・ 局地災害でのドクターヘリ、ドクターカー運用の有用性は示唆したが、大規模災害における運用に関しての評

価が実施できていない(大森)。 

・大規模災害時のマニュアルを作成したが、実際に訓練をする機会がなく、輸血室内、院内、地域内における定

期的なシミュレーションを行う必要があると思われた。救急医療におけるクリオプレシピテートの使用について

は、件数がまだ少ないので、さらなる検証が必要である(小池)。 

・情報収集に協力したがらない医療機関が存在する。当地域に在住で、当地域外の医療機関を受診している患

者の情報収集をどうするか。避難所、救護所での酸素の備えに関しては、行政側の予算の関係もあり、明確に

できなかった（岩神）。 

・災害時には搬送方法が限られることが十分に予想される。今回の検討ではドクターヘリを必要としない症例に

対してもドクターヘリを使用していた。母体と異なり胎児の状態を災害時の現場で評価することは困難である

が、できる限り正確に診断することで、有限な医療資源を有効に利用する必要があると思われた(田中)。 

 

【テーマ 1-2】 
・具体的なてんかん患者数の把握は極めて困難であるとともに、我が国における潜在的てんかん患者の実数も

不明な時点において、本研究計画では目的に到達できず、研究計画変更を余儀なくされた。結果、当初の研究

計画は中途で断念せざるを得ず、具体的な研究成果は得られなかった(山本)。 

・胸腔鏡手術については皮膚切開の長さは様々であり、どこまでを胸腔鏡手術と定義するかが課題となる。ま

た、膿胸の発生時期を術前から同定することは難しく、開胸へのコンバート時期への解明が今後の課題であろ

う(市之川)。 

・一側性反回神経麻痺の患者に対し、手術後に本音声訓練を組み合わせることにより、音声および誤嚥の改

善、さらに、肺機能の改善した症例が２例あった。今後もこのような症例を増やし、本音声訓練が、音声・誤嚥、

肺機能の改善につながるか検討する(楠)。 

・安全・簡便かつ確実に運動器不安定症を評価する手法の確立には、さらに多くの基礎的データが必要である

ので、臨床の場における効率の良い解析システムを構築する必要がある(大林)。 

・血行動態が不良な重症例では従来治療と同様に集中治療、血管撮影、機械的心肺機能補助が必要となり、

経口投与のみでは対処が不可能である(諏訪)。 

・大規模災害時には自家細胞だけでなく同種（他家）脂肪組織由来幹細胞を臨床応用する必要があることも念

頭に置いて、その有効性と安全性を確認する必要がある（長谷川）。 

・文献からの考察で、災害後のインフラの障害状況によるが、たとえ電源が確保できていても電子カルテの運用

は安定性からも期待できず、すべての情報は手書き運用しかないと考えられる。突然の手書き運用に対応でき

るように、備えておく必要性を感じた（岡崎）。 

・患者がより多く分布している地域の詳細な被害想定を行う必要がある。また、徒歩で来院するであろう距離の

限界を想定する必要がある(菅尾)。 

 

【テーマ 2】 

・マクロファージがどのような抗炎症作用を行っているのか、マクロファージによる抗がん作用について更なる検

討が必要である(折田)。 

・Adipocytokine の役割は限定的であり今後の展望としては、侵襲などの急性のストレス下状態の場合について

の役割に限定されていくと考えられる(前川)。 

・数値に有意差はあるものの、すぐに臨床応用できるほど大きな差がないため、連動して変化すると考えられて
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いる FKBP5 なども同時に測定することにより、より正確な評価が可能となり臨床応用が可能となる(寒竹)。 

・レンズ汚染の指標として、レンズ保存液中の蛋白濃度測定の簡素化が課題である。センサーコンタクトレンズ

は高価であり、かつ単回使用であることから、臨床応用する際には費用面でネックとなる可能性が大きい(土至

田)。 

・ハードコンタクトレンズ装用時の火山灰の眼への飛入による結果はまだ推論の域を脱していない(松崎)。 

・ＥHＤポンプによる新型ターニケットシステム製品開発・作製にあたっては、順天堂大学と東京電機大学工学部

で共同研究を行っているが、先端産業支援センターなどによる仲介で、実際に製作に携わる医療機器開発に長

けた企業を選考し、臨床的に治験へ進まなくてはならない(神田)。 

・動物におけるクラッシュシンドロームモデルにおいて、筋への物理的ダメージによりクラッシュモデルの作成は

可能だったが、再潅流による血栓モデルの再現はできていない。モデル実験のストラテジーの再考が必要であ

る。ＴHA における、音響学的なインプラント（大腿骨ステム）の至適固定条件を決定する方向性はつかめたが、

臨床での実用にはリアルタイムで評価できるシステムの開発が必要である（諸橋）。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
研究の進捗状況及び計画内容や将来性に応じて各研究の予算配分を行い、評価を行った。定期的なラボ

ミーティングで研究進捗状況を報告し、自己相互評価を行った。また、佐藤センター長のもと、毎月一回運営委

員会を開催し随時情報の共有を行っている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
 外部評価は、国立がん研究センター 先端医療開発センター免疫療法開発分野 分野長 吉村清先生、藤田

保健衛生大学 松尾浩一郎教授、日本医科大学多摩永山病院 副院長 外科部長 牧野浩司教授、杉田整形

外科 院長 杉田進先生、富士市立中央病院 副院長 笠井健司先生に委嘱し、プログレスミーティングにて

評価を得た。（資料 2～6） 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
【テーマ 1-1】 
・災害に関する様々な問題は依然残存しており、未解決の問題も多い。今後も地道な研究活動を通じて、地域

住民、行政との繋がりを持ちつつ、大規模災害勃発時に避けられた災害死を一人でも少なくするための方策を

探っていきたい（柳川）。 

・大災害時の輸血療法の実際の訓練をどのようにして行っていくか、検討したい。救急における、クリオプレシピ

テートの使用を有効に行うモデルを構築したい(小池)。 

・災害発生に備え、今後は医師会、行政が主導で、在宅酸素療法患者の情報収集を行い、避難所、救護所で、

どのような形で酸素を供給するかを検討していただく（岩神）。 
・地域における災害時の包括的な周産期医療体制を構築、システム運用の開発、適切な搬送手段の確立、実

現可能な搬送前の治療法の確立を進めていきたい(田中)。 

 
【テーマ 1-2】 
・東日本大震災、熊本地震からの既報告により震災直後にはてんかん発作が増加することが報告されており、

災害直後では避難所等においても発作症例が発声する可能性は極めて高いが、すべての薬剤内服患者に対

して薬剤を備蓄することは現実的ではない。発作発生時に、対応者がいかに速やかな対応をするか、重積発作

に陥った場合にいかなる対応を講じるかが重要と考えられる(山本)。 

・今後、胸腔鏡手術だけではなく、ロボット支援下手術が主流となるため、ロボット支援下での手術の有用性に

ついても検討が必要となるであろう(市之川)。 

・災害時医療機関機能停止時、薬品など供給が途絶えた際、気道系疾患（咽喉頭疾患、肺疾患など）の患者自

身が、自宅で本音声訓練法を続けてもらい、病状悪化の防止につなげたい(楠)。 

・力学的なシミュレーションだけでは再現することが難しい種々の骨盤骨折に対する固定性の評価を、３次元有

限要素計算ソフトウエアを用い解析し、より固定が優れた治療法を吟味する(最上)。 

・臨床データの集積を行い、災害時治療計画、トリアージ等の検討を行い、災害時における深部静脈血栓症及

び肺血栓塞栓症の予防及び早期診断の治療法の開発が進められると考える(諏訪)。 

・災害時における皮膚潰瘍の治療にとどまらず各種の表皮欠損に対して表皮角化細胞に分化した脂肪組織由

来幹細胞を応用すべく、基礎的な研究の継続が望まれる（長谷川）。 

・当院に来院する各慢性疾患患者数の想定から備蓄薬品量を設定し、数か月孤立しても大丈夫なように準備を

行う。さらに、糖尿病・代謝・内分泌内科医師との協力のもと、治療薬の情報が無い患者のための治療マニュア
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ルの作成を進めていく（菅尾）。 

【テーマ 2】 

・腹部鈍的外傷、上部消化管穿孔、大腸穿孔症例の蓄積と血中・腹水中ヒストンの動態と治療効果との関連に

ついて引き続き検討していく（佐藤浩）。 

・ガスダミンＤをノックアウトすることで、炎症を短期に消退することが、逆に発がんに関連していることも判明し、

これをどのようにバランスよく治療するか更なる検討が必要であると考える(折田)。 

・脂肪細胞の働きについては十分な解明はなされているわけではなく、多くの疾患で検討が進むことが期待され

る(前川)。 

・同時進行していた中学生の心身症児における解析で、心身症発症児において同様に高いメチル化が認めら

れた。今後は新生児および一般小児において更なる解析、臨床応用をしていきたい(寒竹)。 

・レンズ保存液の蛋白濃度測定がレンズ汚染の指標となるというメリットのアピール、センサーコンタクトレンズ

の注意点喚起をしていく(土至田)。 

・ソフトコンタクトレンズ装用者は火山灰降灰時にまずレンズを外さない方が良い点などを、更に世にアピールす

る必要がある（松崎）。 

・ＥＨＤポンプによる新型ターニケットシステムは、実用にむけて安定性・安全性を確立し、臨床的に治験へ進む

予定である（神田）。 

・ＴHA における、音響学的なインプラントの至適固定条件をリアルタイムで決定するためには、人工知能（ＡＩ）に

よる手法を活用し、実用可能なシステムを開発する予定である（諸橋）。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
【テーマ 1-1】 
・当院からのドクターヘリの有用性の発表により、消防組織の理解も深まり、2018 年には全国 2 位となる出動回

数となった。また、自治体からの災害に関する講演依頼数が増加した。当研究センターに関する取材も行われ

た。さらに、災害勃発時に備えて、当院を中心として地域住民や関連機関を巻き込んだ訓練が実施されるように

なった。東京オリンピックでの静岡県 Venue medical officer に選出された。東京オリンピック対応のための銃

創・爆傷患者診療指針の分担執筆者に選定された(柳川)。  

・他の施設でも、当院でのマニュアルを参考に、準備をすすめてくれると思われる。クリオプレシピテートについ

ても，他施設での使用を促進してくれると思われる(小池)。 

・研究結果を地域の研究会や学会で発表することにより、地域全体で災害時の周産期医療体制について考える

機会となった。またこの結果を、地域の医療施設（1 次～3 次医療施設）で共有することにより、共通の認識で医

療を行うことができるようになり、地域全体の医療レベルの向上につながった(田中)。 

 
【テーマ 1-2】 
・膿胸の発生する原因菌についての研究、手術後の 5 年生存率についての検討を行ったが、通常年齢の予後

よりも悪く、歯科衛生が悪く、今後は術後定期的なフォローが必要であることが解った(市之川)。 

・健康な方にも、本音声訓練法を啓蒙し、喉頭および肺疾患、誤嚥性肺炎の予防など健康維持に役立てる。

(楠) 

・簡便かつ確実なロコモティブシンドロームの診断方法が確立されれば、専門的な医療機関などに行かなくて

も、健康診断さらに家庭においてロコモの診断が可能となる。スマートフォンのアプリへの応用も可能である(大

林)。 

・高齢者も多い地域であり、心疾患症例の臨床データの集積を行うことで、副次的に非災害時においても深部

静脈血栓症及び肺血栓塞栓症の診断治療および危険予測因子の解明につながると考える(諏訪)。 

・本誘導法により表皮角化細胞に分化誘導した脂肪組織由来幹細胞は、表皮と真皮を繋ぐ係留線維の構成成

分であるVII型コラーゲンを高率に発現しており、VII型コラーゲン遺伝子異常により容易に全身の表皮が剥ける

難病である表皮水疱症の治療剤にもなり得る（長谷川）。 
・より実際の災害時に則した運用計画が立てられる（岡崎）。 

 

【テーマ 2】 

・ガスダミンＤノックアウトマウスを用いることで、大腸がんモデルマウスの作成、特許取得ができた(折田)。 

・今回、膵臓術後という特殊状態での adipocytokine について検討できたことはとても幸運であった。この知見は

膵臓治療の発展に寄与する可能性があると考える。そのためにはさらなる症例の蓄積が必要である(前川)。 

・心身症児に対して、メチル化酵素阻害作用のある酪酸菌製剤を投与したところ、明らかに効果が認められた。
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治験を計画中である(寒竹)。 

・コンタクトレンズはソフトコンタクトレンズ装用者の方が多い。センサーコンタクトレンズはソフトコンタクトレンズ

の一部なので、装用者はそのまま応用する事ができる(土至田)。 

・ソフトコンタクトレンズ装用者が火山灰降灰に遭遇した際は、従来言われていたようにまずレンズを外すのでは

なく、まずそのまま装用したままで逃げる事ができることで、受傷率や致死率までもが低減できるものと思われ

た(松崎)。 

・ＥＨＤポンプによる駆血システムは小型、無音・無振動、かつ低電力でバッテリー駆動が可能であるため、手術

中での使用はもとより救急の場や災害時でも有用になる（特許出願を検討中）（神田）。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 災害医学         （２） 大規模災害        （３） ドクターヘリコプター       

（４） 災害ストレス       （５） メンタルヘルス      （６） 輸血療法              

（７） 災害疾患モデル     （８） 災害時の手術運営    

 

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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する気管支肺胞洗浄（BAL）の安全性と有用性に関する検討.  第 58 回日本呼吸器学会学術講演会 

2018 年 4 月 28 日 リーガロイヤルホテル大阪 

212. 嶋田奈緒子、瀬山邦明、兼広裕美子、石渡俊次、守尾嘉晃、島田和典、岩神真一郎、高橋和久.  禁煙に

伴う肌の状況変化について.  第 58 回日本呼吸器学会学術講演会 2018 年 4 月 29 日 リーガロイヤルホ

テル大阪 

213. 原宗央、黒川加奈、宮下洋佑、住吉一誠、宮脇太一、岩神直子、岩神真一郎.  原発性肺癌に対する

Pembrolozumab の治療中に胆汁うっ滞型肝障害を示唆する病理組織所見を確認できた 1 例.  第 113 回日

本呼吸器学会東海地方学会 2018 年 5 月 26 日 名古屋市中小企業振興会館 

214. 宮脇太一、黒川加奈、宮下洋祐、住吉一誠、原宗央、岩神直子、岩神真一郎、高橋和久.  進行/再発非

小細胞肺がんにおいて転移個数が治療転帰に及ぼす影響.  第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会 2018

年 7 月 20 日 神戸国際会議場、神戸国際展示場 

215. 宮脇太一、黒川加奈、宮下洋祐、住吉一誠、原宗央、岩神直子、岩神真一郎、高橋和久.  小細胞肺がん

における予後と増悪形式の検討. 第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会 2018 年 7 月 21 日 神戸国際会

議場、神戸国際展示場 

216. 住吉一誠、藤岡雅大、宮下洋佑、鈴木宣史、宮脇太一、原宗央、岩神直子、岩神真一郎.  脳腫瘍との鑑

別を要した脳結核腫の一例.  第 114 回日本呼吸器学会東海地方学会 2018 年 11 月 17 日 浜松市浜北

文化センター 

217. 藤岡雅大、宮下洋佑、鈴木宣史、住吉一誠、原宗央、岩神直子、岩神真一郎.  粘液水腫性昏睡による II

型呼吸不全を呈した一例. 第 114 回日本呼吸器学会東海地方学会 2018 年 11 月 18 日 浜松市浜北文

化センター 

218. 岩神真一郎、原宗央、岩神直子、高橋和久. 災害発生時における在宅酸素療法患者に対する酸素供給シ

ステムの構築. 第 59 回日本呼吸器学会学術講演会 2019 年 4 月 13 日 東京国際フォーラム 

219. 雨宮徳直、岩神真一郎. 急性咳嗽にて一般診療所を受診した百日咳症例の臨床的特徴の検討. 第 59 回

日本呼吸器学会学術講演会 2019 年 4 月 14 日 東京国際フォーラム 
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220. 中島隆良、岩神真一郎. ダプトマイシン耐性株に対するアルベカシン治療の一例. 第 67 回日本化学療法

学会総会 2019 年 5 月 10 日 東京ドームホテル 

221. 岩神真一郎、松浦亨、中島隆良. 当院における届出方法の変更によるカルバペネム使用量抑制の試み. 

第 67 回日本化学療法学会総会 2019 年 5 月 11 日 東京ドームホテル 

222. 鈴木宣史、松田浩成、宮下洋佑、住吉一誠、岩神直子、原宗央、岩神真一郎. 石灰化を伴う縦郭リンパ節

転移を来した肺腺癌の 1 例. 第 115 回日本呼吸器学会東海地方学会 2019 年 6 月 8 日 名古屋大学医

学部基礎研究棟 

223. 宮下洋佑、松田浩成、鈴木宣史、住吉一誠、岩神直子、原宗央、岩神真一郎. 壊死性サルコイド肉芽腫症

の 1 例. 第 115 回日本呼吸器学会東海地方学会 2019 年 6 月 8 日 名古屋大学医学部基礎研究棟 

224. 長崎勇典、松田浩成、宮下洋佑、鈴木宣史、住吉一誠、岩神直子、原宗央、岩神真一郎. IgG4 関連疾患

による胸膜炎の一例. 第 115 回日本呼吸器学会東海地方学会 2019 年 6 月 9 日 名古屋大学医学部基

礎研究棟 

225. 松田浩成、坂本奈穂、上田翔子、宮下洋佑、岩神直子、原宗央、岩神真一郎 .  骨格筋転移を有し

Lorlatinib が奏功した ALK 遺伝子転座陽性肺腺癌の 1 例. 第 116 回日本呼吸器学会東海地方学会 2019

年 11 月 16 日 大垣市民会館 

226. 上田翔子、坂本奈穂、松田浩成、宮下洋佑、岩神直子、原宗央、岩神真一郎. ステロイド加療中に発症し

た重篤な呼吸不全から救命し得た肺ノカルジア症の一例. 第 116 回日本呼吸器学会東海地方学会 2019

年 11 月 17 日 大垣市民会館 

田中利隆 

227. 篠原三津子、藤原里紗、石田ゆり、松井泰佳奈、大野基晴、矢田昌太郎、宮国泰香、菅沼牧知子、田中沙

織、田中利隆、田口雄史、三橋直樹. 分娩後の吐血を契機に診断した胃・肝血管腫の一例 第 129 回関東

連合産科婦人科学会学術集会 2015.6.20 東京 

228. 田中沙織、宮国泰香、篠原三津子、石田ゆり、村田佳菜子、松井泰佳奈、矢田昌太郎、菅沼牧知子、山本

祐華、田中利隆、三橋直樹. 内頚動脈及び中大脳動脈の血流異常を観察した無水脳症の一例 第 51 回日

本周産期新生児医学会学術集会 2015.7.10-12 福岡 

229. 矢田昌太郎、篠原三津子、石田ゆり、村田佳菜子、松井泰佳奈、菅沼牧知子、田中沙織、宮国泰香、山本

祐華、田中利隆、三橋直樹. 適切な管理により生児を得た巨大絨毛膜下血腫（Brues’mole）の 1 例 第 51

回日本周産期新生児医学会学術集会 2015.7.10-12 福岡 

230. 石田ゆり、田中利隆、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、村田佳菜子、菅直子、矢田昌太郎、山本祐

華、宮国泰香、金田容秀、三橋直樹. 超音波所見から子宮頸管延長および嵌頓子宮と診断した子宮筋腫

合併妊娠の一例 第 130 回関東連合産科婦人科学会学術集会 2015.10.24-25 幕張 

231. 田中利隆、石田ゆり、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、村田佳菜子、菅直子、矢田昌太郎、山本祐

華、宮国泰香、金田容秀、三橋直樹. 超音波所見から子宮頸管延長および嵌頓子宮と診断した子宮筋腫

合併妊娠の一例 第 38 回日本産婦人科手術学会学術集会 2015.11.28 東京 

232. 矢田昌太郎、石田ゆり、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、村田佳菜子、菅直子、山本祐華、宮国泰

香、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  Transplacental approach により帝王切開を行った前置胎盤症例の

検討 第 38 回日本産婦人科手術学会学術集会 2015.11.28 東京 

233. 高橋奈々子、田中利隆、加藤雅也、北村絵里、篠原三津子、石田ゆり、菅直子、矢田昌太郎、山本祐華、

金田容秀、三橋直樹. 帝王切開瘢痕部妊娠に対しメソトレキセートおよび塩化カリウムの局注療法を施行

し、待機的加療で治癒した一例 平成 27 年度静岡産科婦人科学会秋季学術集会 2015.11.15 静岡 

234. 石田ゆり、山本祐華、篠原三津子、高橋奈々子、北村絵里、村田佳菜子、矢田昌太郎、菅直子、宮国泰
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香、金田容秀、田中利隆、三橋直樹. 妊娠 34 週以降の胎児発育不全における分娩管理の検討 第 68 回

日本産婦人科学会学術集会 2016.4.21-24 東京 

235. 篠原三津子、山本祐華、高橋奈々子、北村絵里、石田ゆり、村田佳菜子、矢田昌太郎、菅直子、宮国泰

香、金田容秀、田中利隆、三橋直樹. HELLP症候群に伴う肝機能障害に尿崩症を発症した一例 第68回日

本産婦人科学会学術集会 2016.4.21-24 東京 

236. 田中利隆、山本祐華、加藤雅也、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、本田理子、村田佳菜子、菅直子、

矢田昌太郎、金田容秀、三橋直樹. 超音波により先天性胆道拡張症と出生前診断した 2 例 第 89 回日本

超音波医学会学術集会 2016.5.27-29 京都 

237. 加藤雅也、村田佳菜子、高橋奈々子、篠原三津子、北村絵里、本田理子、矢田昌太郎、菅直子、山本祐

華、金田容秀、田中利隆、三橋直樹. 塩酸リトドリン製剤の経静脈投与における副作用の検討 第131回関

東連合産科婦人科学会総会・学術集会 2016.6.18-19 東京 

238. 村田佳菜子、田中利隆、加藤雅也、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、本田理子、菅直子、矢田昌太

郎、山本祐華、金田容秀、三橋直樹. 胎児期に四肢短縮を指摘され骨系統疾患が疑われた 4 例 第 52 回

日本周産期新生児医学会学術集会 2016.7.16-18 富山 

239. 田中利隆、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、本田理子、村田佳菜子、矢田昌太郎、菅直子、山本祐

華、金田容秀、三橋直樹. 妊娠 34 週未満の早産妊婦に対する母体ステロイド単回プロトコールにおける投

与状況 第 52 回日本周産期新生児医学会学術集会 2016.7.16-18 富山 

240. 矢田昌太郎、熊谷麻子、北村絵里、助川幸、村田佳菜子、菅直子、田中里美、山本祐華、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 超音波カラードプラ法と HD live flow が診断に有用であった子宮動静脈奇形の 1 例 第

132 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会 2016. 10.15-16 東京 

241. 矢田昌太郎、熊谷麻子、北村絵里、助川幸、村田佳菜子、菅直子、田中里美、山本祐華、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 超音波カラードプラ法と HD live flow が診断に有用であった子宮動静脈奇形の 1 例 平成

28 年度静岡産科婦人科学会秋季学術集会 2016.11. 18 静岡 

242. 助川幸、熊谷麻子、北村絵里、村田佳菜子、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、山本祐華、金田容秀、田

中利隆、三橋直樹. 興味ある胎児循環症例〜Fetal Critical Aortic Stenosis〜 第 14 回日本胎児治療学会

学術集会 2016.11.18-20 静岡 

243. 田中利隆. 妊産褥婦（授乳婦）と薬剤 ～産婦人科診療ガイドライン-産科編 2017 を踏まえて～ 第 2 回母

子保健研修会 2017.1.28 静岡 

244. 助川幸、正岡駿、熊谷麻子、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、山本祐華、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 胎児重症大動脈弁狭窄症における肺静脈血流波形とその予後予測 第 23 回胎児心臓

病学会学術集会 2017.3.3-4 東京 

245. 田中利隆. 産婦人科診療ガイドライン産科編 2017 解説講習 CQ416 選択的帝王切開時に注意すること

は? 第 69 回日本産科婦人科学会総会・学術集会 2017.4.13-16 広島 

246. Kumagai A, Tanaka T, Kitamura E, Sukegawa S, Murata K, Murase Y, Tanaka S, Yata S, Yamamoto Y, Kaneda 

H, Mitsuhashi N. Six cases of emergency hysterectomy in which electrothermal bipolar vessel sealing 

system was used. 第 69 回日本産科婦人科学会総会・学術集会 2017.4.13-16 広島 

247. Kaneda H, Kumagai A, Kitamura E, Sukegawa S, Murata K, Murase Y, Tanaka S, Yata S, Yamamoto Y, Tanaka 

T, Mitsuhashi N. Onset of Adault T-cell Leukemia-lymphoma during the treatment of peritoneal cancer 

recurrence: case report. 第 69 回日本産科婦人科学会総会・学術集会 2017.4.13-16 広島 

248. 正岡駿、矢田昌太郎、金田容秀、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、山本祐華、田中

利隆、三橋直樹. 妊娠初期に診断となった若年性膣癌の１例 第 133 回関東連合産科婦人科学会総会・学
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術集会 2017.6.17-18 東京 

249. 田中利隆、山本祐華、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、金田

容秀、三橋直樹. 地域医療における胎児診断の取り組み（胎児診断例の周産期管理） 第 53 回日本小児

循環器学会総会・学術集会（シンポジウム） 2017.7.7-9 浜松 

250. 田中里美、田中利隆、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、山本祐華、金田

容秀、三橋直樹. 当院における早産の母体ステロイドの投与状況 第 53 回日本周産期新生児医学会学術

集会 2017.7.16-18 横浜 

251. 村瀬佳子、田中利隆、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、矢田昌太郎、山本祐華、金田容秀、三橋

直樹. 当院における常位胎盤早期剥離 50 症例の後方視的検討 第 53 回日本周産期新生児医学会学術

集会 2017.7.16-18 横浜 

252. 正岡駿、矢田昌太郎、金田容秀、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、山本祐華、田中

利隆、三橋直樹. 妊娠初期に診断となった若年性膣癌の１例 第 59 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 

2017.7.27-29 熊本 

253. 田中利隆. ここが変わった！2017 産科ガイドライン 第 8 回羽衣セミナー 2017.9.2 静岡 

254. *伊藤早紀、田中利隆、山本祐華、正岡駿、加藤雅也、熊谷麻子、北村絵里、篠原三津子、助川幸、高橋

奈々子、本田理子、石田ゆり、村田佳菜子、西澤しほり、村瀬佳子、菅直子、矢田昌太郎、田中里美、宮国

泰香、金田容秀、三橋直樹. 災害時における妊婦の適切なトリアージの構築に関する研究 第 45 回日本

救急医学会総会・学術集会 2017.10.26 大阪 

255. *伊藤早紀、田中利隆. 当院周産期センターにおける母体救急搬送の現状（災害時における妊婦の適切な

トリアージの構築 第 36 回静岡県東部周産期研究会 2017.11.30 静岡 

256. 植木典和、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中里美、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. HELLP 症候群に尿崩症を合併した 2 例 第 134 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会 2017.12.9-10 栃木 

257. 田中里実、田中利隆.  胎児発育不全の胎児期の管理、第 37 回静岡県東部周産期研究会、静岡、

2018.3.8 

258. 西澤しほり、田中里実、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、山本祐華、田中

利隆、三橋直樹.  A case of unscarred terine rupture: a rare and difficult diagnosis、第 70 回日本産婦人科

学会学術講演会、仙台、2018.5.11 

259. 金田容秀、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、西澤しほり、植木典和、村瀬佳子、田中里実、矢田昌太郎、山本

祐華、田中利隆、三橋直樹.  Two cases of uterine cervical adenocarcinoma with successful systemic 

chemotherapy、第 70 回日本産婦人科学会学術講演会、仙台、2018.5.11 

260. 正岡駿、伊藤早紀、助川幸、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里実、矢田昌太郎、金田容秀、田中利隆、三橋

直樹.  卵巣膿瘍術後に膿胸を併発した 1 例、平成 30 年度静岡産科婦人科学会春季学術集会、静岡、

2018.5.27 

261. 田中里実、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、鵜野しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、田中利隆、三橋

直樹.  子宮筋腫核出術後創部妊娠の流産症例、日本超音波医学会第 91 回学術集会、神戸、2018.6.9 

262. 助川幸、矢田昌太郎、正岡駿、伊藤早紀、西澤しほり、村瀬佳子、植木典和、田中里実、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹.  診断に苦慮した血小板減少合併妊娠の一症例、第 135 回関東連合産科婦人科学会学

術集会、東京、2018.6.17 

263. 正岡駿、伊藤早紀、助川幸、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里実、矢田昌太郎、金田容秀、田中利隆、三橋

直樹.  卵巣膿瘍術後に膿胸を併発した 1 例、第 43 回日本外科連合学会、東京、2018.6.22 
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264. 田中里実、田中利隆、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、西澤しほり、植木典和、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田

容秀、三橋直樹.  当院における妊娠 34 週未満に出生した胎児発育不全の新生児予後、日本周産期・新

生児医学会学術集会、東京、2018.7.10 

265. 伊藤早紀、田中利隆、正岡駿、助川幸、西澤しほり、植木典和、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中里美、金田

容秀、三橋直樹.  災害時における妊婦の適切なトリアージに関する研究、日本周産期・新生児医学会学

術集会、東京、2018.7.10 

266. 田中利隆  出生前の遺伝カウンセリング（NIPT を中心に）について、第 38 回静岡県東部周産期研究会、

静岡、2018.7.26 

267. 矢田昌太郎、小熊響子、柳原康穂、伊藤早紀、小林徹、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里美、金

田容秀、田中利隆、三橋直樹.  当院で経験した特別養子縁組の症例、平成 30 年度静岡県産婦人科学会

秋季学術集会、静岡、2018.11.18 

268. 柳原康穂、金田容秀、小熊響子、小林徹、伊藤早紀、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田

昌太郎、田中利隆、三橋直樹.  卵巣温存し術後補助化学療法を施行しなかった子宮腺肉腫の症例の検

討、平成 30 年度静岡県産婦人科学会秋季学術集会、静岡、2018.11.18 

269. 田中里実、田中利隆.  胎児心臓超音波（スクリーニングを中心に）、第 39 回静岡県東部周産期研究会、

静岡、2018.11.15 

270. 小林徹、柳原康穂、正岡駿、伊藤早紀、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、金田

容秀、田中利隆、三橋直樹.  子宮頸部明細胞癌ⅡB 期に同時化学放射線療法が奏功した 1 例、第 136 回

関東連合産科婦人科学会学術集会、東京、2018.11.24 

271. 田中利隆. 母体搬送の現状と問題点、第 40 回静岡県東部周産期研究会、静岡、2019.3.7 

272. 小林徹、小熊響子、柳原康穂、伊藤早紀、松澤奈々、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 母体搬送症例から学ぶ産科危機的出血を防ぐためにできること、第 40 回静岡県周産期

新生児研究会、静岡、2019.3.16 

273. 柳原康穂、田中利隆、小熊響子、小林徹、伊藤早紀、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、田

中里美、金田容秀、三橋直樹. Management of uterine artery pseudoaneurysm: Spontaneous resolution of 

uterine artery pseudoaneurysm、第 71 回日本産婦人科学会学術講演会、名古屋、2019.4.12 

274. 金田容秀、柳原康穂、小熊響子、小林徹、伊藤早紀、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田

昌太郎、田中利隆、三橋直樹. A case of Dedifferentiated endometrioid adenocarcinoma of the uterus、第

71 回日本産婦人科学会学術講演会、名古屋、2019.4.12 

275. 松澤奈々、柳原康穂、小熊響子、小林徹、伊藤早紀、鵜野しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中里美、金

田 容 秀 、 田 中 利 隆 、 三 橋 直 樹 .  A case of hypergonadotropic amenorrhea in adolescent without 

chromosomal abnormality、第 71 回日本産婦人科学会学術講演会、名古屋、2019.4.12 

276. 田中里美、柳原康穂、小熊響子、小林徹、伊藤早紀、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、金

田容秀、田中利隆、三橋直樹. Prenatal spontaneous disruption of the dividing membrane in monochorionic 

diamniotic twins、第 71 回日本産婦人科学会学術講演会、名古屋、2019.4.12 

277. 小熊響子、田中里美、松澤奈々、柳原康穂、伊藤早紀、小林徹、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 帝王切開術後創部に壊疽性膿皮症を発症した一例、令和元年度静岡産科婦人科学会

春季学術集会、静岡、2019.5.19 

278. 田中利隆、伊藤早紀、小林徹、松澤奈々、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、金田容秀、三橋直樹. 超音

波により子宮のローテーションを伴った嵌頓子宮と診断した子宮筋腫合併妊娠の2 例、第92回日本超音波

医学会学術集会、東京、2019.5.25 
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279. 村瀬佳子、金田容秀、小熊響子、柳原康穂、伊藤早紀、小林徹、松澤奈々、田中里美、矢田昌太郎、田中

利隆、三橋直樹. 腹膜癌との鑑別に苦慮した結核性腹膜炎の一例、第137回関東連合産科婦人科学会総

会・学術集会、東京、2019.6.16 

280. 松澤奈々、田中利隆、小熊響子、柳原康穂、小林徹、伊藤早紀、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中里美、金田

容秀、三橋直樹. 当院における妊娠 36～37 週で出産となった前置胎盤症例の児の呼吸障害発症率、第

55 回日本周産期・新生児医学会学術集会、松本、2019.7.13 

281. 小熊響子、田中里美、松澤奈々、柳原康穂、伊藤早紀、小林徹、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 帝王切開術後創部に壊疽性膿皮症を発症した一例、第 55 回日本周産期・新生児医学

会学術集会、松本、2019.7.13 

282. 柳原康穂、田中利隆. 胎児骨系統疾患の診断・管理、第 41 回静岡県東部周産期研究会、静岡、2019.7.26 

283. 田中里美、正岡龍、小熊響子、柳原康穂、伊藤早紀、小林徹、松澤奈々、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容

秀、田中利隆. タナトフォリック骨異形成症の分娩時対応、第 138 回関東連合産科婦人科学会総会・学術

集会、前橋、2019.10.20 

284. 金田容秀、五十嵐優子、正岡龍、柳原康穂、小熊響子、伊藤早紀、小林徹、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中

里美、田中利隆. 当院における AYA 世代と医原的閉経となった婦人科腫瘍の検討、第 34 回日本女性医

学学会学術集会、福岡、2019.11.2 

285. 田中里美、正岡龍、柳原康穂、小熊響子、伊藤早紀、小林徹、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、田中利

隆. 血友病保因者の妊娠・分娩管理の一例、日本人類遺伝学会第 64 回大会、長崎、2019.11.8 

286. 田中利隆、田中里美、正岡龍、川田美里、小熊響子、小林徹、松澤奈々、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容

秀、宮林和紀、大川夏紀、寒竹正人. 胎児期に低フォスファターゼ症周産期重症型を強く疑いカウンセリン

グを行い出生直後より酵素補充療法を開始した 1 例、日本人類遺伝学会第 64 回大会、長崎、2019.11.9 

287. 正岡龍、矢田昌太郎、川田美里、小熊響子、小林徹、松澤奈々、村瀬佳子、田中里美、金田容秀、田中利

隆. 切開排膿後に敗血症を生じたバルトリン腺膿瘍の一例、令和元年度静岡県産婦人科学会秋季学術集

会、静岡、2019.11.17 

288. 川田美里、田中利隆. 妊娠中に問題となる感染症の取り扱い、第 42 回静岡県東部周産期研究会、静岡、

2019.12.12 

山本拓史 

289. 石川浩平、柳川洋一、大森一彦、櫻田睦、大坂裕通、小日向麻里子、三島健太郎、大出靖将、最上敦彦、

大林治、山本拓史. 院内外の医療連携により重症外傷を救命する ドクヘリ医療スタッフデリバリーシステ

ム.  日本外傷学会雑誌 2015;29:311. （No.71 と同じ） 

290. 竹内郁人、日域佳、石川浩平、大森一彦、大坂裕通、大出靖将、中尾保秋、山本拓史、柳川洋一. 熱傷を

主訴に来院したくも膜下出血の 1 例.  日本臨床救急医学会雑誌 2017;20(2):424. （No.113 と同じ） 

291. 山本拓史、川村 海渡、鈴木 一幹、上野 英明、渡邉 瑞也、中尾 保秋.  内視鏡下血腫除去術における

適応と将来の展望、第 25 回日本神経内視鏡学会、新潟、2018 年 10 月 26 日 

292. 山本拓史、川村 海渡、鈴木 一幹、上野 英明、渡邊 瑞也、中尾 保秋.  イリゲーション機能付き透明

シースの開発と実用性、第 25 回日本神経内視鏡学会、新潟、2018 年 10 月 26 日 

293. 山本拓史  内視鏡下血腫除去術における基本手技と応用、第 77 回日本脳神経外科学会総会、仙台、

2018 年 10 月 12 日 

294. 山本拓史  脳内出血治療における内視鏡下血腫除去術を考慮した新たな治療基準、第 77 回日本脳神経

外科学会総会、仙台、2018 年 10 月 12 日 

295. 山本拓史  内視鏡下脳内血腫除去術の基本と応用、STROKE2018、福岡、2018 年 3 月 16 日 
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296. 山本拓史  急性期から回復期への  シームレスな栄養療法、第 33 回日本静脈経腸栄養学会、横浜、

2018 年 2 月 23 日 

297. 山本拓史. 救急診療における急性期脳内出血に対する神経内視鏡手術の役割に対する役割．第 24 回日

本脳神経外科救急学会, 大阪, 2019 年 2 月 2 日 

298. 山本拓史.  脳神経外科疾患の急性期栄養管理～Recovery Journey に基づく栄養療法の実践～．日本脳

神経外科学会第 78 回学術総会(ランチョンセミナー), 大阪, 2019 年 10 月 10 日 

299. 山本拓史. 内視鏡下血腫除去術の有効性と包括的手術適応の構築．日本脳神経外科学会第 78 回学術

総会, 大阪, 2019 年 10 月 11 日 

300. 山本拓史.  内視鏡下血腫除去術の標準化のための手技の工夫．第 26 回一般社団法人日本神経内視鏡

学会(シンポジウム), 神奈川, 2019 年 11 月 7 日 

301. 山本拓史.  内視鏡下血腫除去術における合併症回避のための On-The-Job Training の実践．第 26 回一

般社団法人日本神経内視鏡学会(ブラッシュアップセミナー), 神奈川, 2019 年 11 月 8 日 

市之川英臣 

302. 市之川英臣、尾泉広明、立盛崇裕、鈴木健司. 膿胸に対する胸腔鏡下手術と開胸手術の比較 第 33 回日

本呼吸器外科学会定期学術集会、京都、 2016.5.12 

303. 大森一彦、日域佳、吉澤俊彦、石川浩平、大坂裕通、市之川英臣、柳川洋一. 継続する血胸の原因が結

果的に左心耳損傷であった 1 例.  第 19 回日本救急医学会中部地方会総会・学術集会抄録集 p82  2016 

（No.100 と同じ） 

304. 星野浩延、市之川英臣、尾泉広明、鈴木健司. 外傷性血気胸に対するアプローチ 第 70 回日本胸部外科

学会定期学術集会、札幌、 2017.9.29 

305. 小森和幸、小池悠太郎、星野浩延、市之川英臣.  呼吸器外科領域における術後せん妄発症リスクについ

て〜術後せん妄は脳血管障害既往歴と相関するか？ (術後合併症、一般口演)、第 35 回日本呼吸器外科

学会総会学術集会、千葉、2018 年 5 月 18 日 

楠威志 
306. 楠威志、本間博友、城所淑信、原聡、大庭亜由子、文殊敏朗.  PPI 抵抗性喉頭肉芽腫に対する「複式呼

吸を重点に置いた簡易音声訓練法」の治療効果、第 80 回耳鼻咽喉科臨床学会総会、パシフィコ横浜 

2018 年 6 月 29 日 

大林治、最上敦彦、神田章男、諸橋達 

307. 最上敦彦. 不安定型骨盤輪骨折に対する仙骨･腸骨間ロッド固定 第 29 回日本外傷学会総会･学術集会, 

June,  10-12, 2015 (札幌) 

308. 最上敦彦、金子和夫. 大腿骨遠位部骨折の基礎と臨床． 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015  

(奈良) プログラム･抄録集:S13 

309. 最上敦彦、大林治、二村謙太郎、岩瀬秀明、金子和夫. 不安定型骨盤輪骨折に対する仙骨･腸骨間ロッド

固定(SIRF:Sacro-Illiac Rod Fixation). 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良)  

プログラム･抄録集:S31 

310. 小畑宏介、二村謙太郎、最上敦彦、大林治、金子和夫. 月状骨関節窩における掌尺側小骨片の整復固定

に難渋した橈骨遠位端骨折の２例. 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良)  

プログラム･抄録集:S77 

311. 神田章男、諸橋達、最上敦彦、大林治、金子和夫. 寛骨臼骨折術後に対する人工股関節全置換術の治療

成績－術後坐骨神経麻痺を生じた１例の検討－ 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良)  

プログラム･抄録集:S82 
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312. 内藤聖人、杉山陽一、小畑宏介、井下田由芳、最上敦彦、大林治、金子和夫. 橈骨遠位端骨折の合併す

る尺骨遠位端骨折の治療経験－内固定の適応に対する考察－ 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 

2015 (奈良) プログラム･抄録集:S112 

313. 齊田良知、馬場智規、神田章男、最上敦彦、松本幹生、野尻英俊、森川太智、谷口有、伊坂陽、金子和夫. 

非定型大腿骨不完全骨折の治療－いつ、どんな患者に予防的髄内釘固定を行うべきか？－ 

第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄録集:S127 

314. 和田知樹、最上敦彦、大林治、金子和夫.上腕骨近位端骨折 Neer 分類 3-4part に対する髄内釘治療の中

期成績. 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良)  プログラム･抄録集:S139 

315. 三宅喬人、最上敦彦、二村謙太郎、大林治、金子和夫. 肘頭骨折に対するマルチプルテンションバンド固

定による治療経験. 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄録集:S204 
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第 236 回集談会、2017.3.4、プラザヴェルデ 
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知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一. 左卵巣静脈原発平滑筋肉腫の１例．静岡県外科医会第 236

回集談会、2017.3.4、プラザヴェルデ 

527. 水口このみ、山本陸、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、宗像慎也、内田隆行、清水秀穂、櫛田

知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一. 子宮円靭帯に発生した平滑筋腫の１例．静岡県外科医会第
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行、清水秀穂、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一. 虫垂粘液嚢腫の１例．静岡県外科医会第
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み、櫻庭駿介、徳田智史、李智榮、加藤永記、山本陸. 右卵巣静脈原発平滑筋肉腫の一例．第 42 回日本
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ANA クラウンプラザホテル金沢 
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志、折田創、櫻田睦、前川博、和田了、佐藤浩一. 当院での４型大腸癌の検討．第 79 回日本臨床外科学

会総会、2017.11.25、東京国際フォーラム 
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田脩平、加藤永記、山本陸、村井勇太. 胃腺扁平上皮癌の１例． 第 79 回日本臨床外科学会総会、

2017.11.25、東京国際フォーラム 

544. 佐藤将盛、小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、宗像慎也、清水秀

穂、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一. 成人の十二指腸膜様狭窄に対し内視鏡的切開術を
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施行した１例．第 79 回日本臨床外科学会総会、2017.11.24、東京国際フォーラム 
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一郎、櫛田知志、折田創、櫻田睦、佐藤浩一. 遠位胆管癌症例の補助化学療法の効果についての検討．

第 72 回静岡県癌治療研究会、2018.3.17、静岡第一ホテル 

550. 村井 勇太、田中 顕一郎、清水 秀穂、前川 博、佐藤 浩一、和田 了、齊藤 光江.  モーズ軟膏と放射線

療法の併用で腫瘍の著明な縮小を認めた高齢の皮膚浸潤乳癌の１例．第 26 回日本乳癌学会総会、

2018.5.16、国立京都国際会館 
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た、炎症性乳癌、椎骨転移の１例．第 26 回日本乳癌学会総会、2018.5.16、国立京都国際会館 

552. 清水 秀穂、田中 顕一郎、前川 博、佐藤 浩一、和田 了、齊藤 光江.  当院における FEC100 療法での

ペグフィルグラスチム(1 次的予防)の使用経験．第 26 回日本乳癌学会総会、2018.5.16、国立京都国際会館 

553. 村井勇太、前川博、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫛田知志、櫻田睦、折田創、田中 顕一郎、
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後に保存的治療にて救命し得た１例．第 43 回日本外科系連合学会学術集会、2018.6.22、虎ノ門ヒルズ

フォーラム 

554. 宗像慎也、村井勇太、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、折田創、櫛田知
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2018.6.22、虎ノ門ヒルズフォーラム 

555. 山本陸、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、氷室貴規、宗像慎也、櫛田知志、折田創、櫻田睦、

田中 顕一郎、前川博、和田了、佐藤浩一.  S 状結腸癌と前立腺癌の重複癌を術後病理検査で診断し得

た一例．第 43 回日本外科系連合学会学術集会、2018.6.23、虎ノ門ヒルズフォーラム 
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施行し得た１例．第 43 回日本外科系連合学会学術集会、2018.6.22、虎ノ門ヒルズフォーラム 

557. 村井勇太、氷室貴規、田中 顕一郎、前川博、佐藤浩一、和田了.  乳房切除後、創部に局所再発するも切

除し得た１例．第 15 回日本乳癌学会中部地方会、2018.9.8、三重大学病院 

558. 山本陸、村井勇太、小泉明博、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、氷室貴規、櫛田知

志、折田創、櫻田睦、田中 顕一郎、前川博、和田了、佐藤浩一.  pagetoid 癌を呈した若年性乳癌の一

例．第 15 回日本乳癌学会中部地方会、2018.9.8、三重大学病院 

559. 徳田智史、前川博、小泉明博、佐藤浩一.  肝血管腫を合併した、胃癌の症例に対し同時切除した１例．第
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560. 小泉明博、前川博、徳田智史、佐藤浩一.  肝細胞癌縦隔再発の１例．第 296 回東海外科医会・静岡県外
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徳田智史、朝倉孝延、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一.  Mohs 軟膏の改良法（Mohs ガーゼ
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島、かごしま県民交流センター）第 73 回日本消化器外科学会総会,2018.7.13 

570. 加藤永記、村井勇太、小泉明博、山本陸、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、氷室貴規、櫛田知

志、折田創、櫻田睦、田中 顕一郎、前川博、佐藤浩一.  SP 療法により conversion surgery が可能となっ

た胃 mixed adenoendocrine carcinoma (MANEC)の１例．静岡県外科医会、第 240 回集談会、2019.3.2、プラ

ザベルデ 

571. 小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、氷室貴規、櫛田知

志、折田創、櫻田睦、田中 顕一郎、前川博、佐藤浩一.  術後大動脈リンパ節転移を認め、リンパ節切除

を行った食道癌の１例．第 74 回静岡県癌治療研究会、2019.3.30、静岡市産学交流センター 

572. 折田創、岡本千香子、田中成和、李賢喆、小林敏之、小泉明博、村井勇太、加藤永記、山本陸、上田脩

平、櫻庭駿介、徳田智史、水口このみ、宗像慎也、清水秀穂、櫛田知志、櫻田睦、前川博、和田了、城石

俊彦、佐藤浩一. ガスダミン D ノックアウトマウスを用いた大腸がんモデルマウスにおける、脂肪酸合成酵

素阻害による抗腫瘍効果、薬物動態について. 第 119 回日本外科学会総会(大阪国際会議場)2019.4.18 
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573. 折田創、岡本千香子、李賢喆、小林敏之、小泉明博、村井勇太、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿

介、徳田智史、朝倉孝延、氷室貴規、櫛田知志、櫻田 睦、田中顕一郎、前川博、横溝岳彦、佐藤浩一 .胃

癌における FABP5 の発現について.第 91 回日本胃癌学会(プラザヴェルデ沼津)2019.3.1 

574. 上田脩平、小泉明博、村井勇太、加藤永記、山本陸、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、氷室貴規、折田

創、櫛田知志、櫻田 睦、田中顕一郎、前川博、横溝岳彦、佐藤浩一. 大腸穿孔に対して緊急手術を施行

した症例の qSOFA、SIRS Criteria と予後の検討.第 23 回エンドトキシン血症救命治療研究会（NS スカイカ

ンファレンス）2019.1.25 

575. 櫻庭駿介、村井勇太、小泉明博、山本陸、加藤永記、徳田智史、氷室貴規、朝倉孝延、櫛田知志、折田

創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. PMX-DHP施行前後における血清乳酸値とSOFAスコアの

検討 東京、新宿NKビル 第23回エンドトキシン血症救急救命研究会 2019.1.25 

576. 櫻庭駿介、村井勇太、小泉明博、山本陸、加藤永記、徳田智史、氷室貴規、朝倉孝延、櫛田知志、折田

創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 当院における大腸 孔の治療成績と血清乳酸値の検討 宮

城、仙台国際センター 第55回日本腹部救急医学学会総会 2019.3.7 

577. 小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、徳田智史、櫻庭駿介、氷室貴規、朝倉孝延、櫛田知志、折田

創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 当院で下血症例に対する抗凝固剤の影響 宮城、仙台国

際センター 第55回日本腹部救急医学学会総会 2019.3.7 

578. 田中顕一郎、氷室貴規、安藤美沙、小泉明博、村井勇太、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田

智史、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一、齊藤光江. 高齢化・過疎化・

遠隔地の3重苦に打ち克つ；伊豆半島の新たな医療の取り組み 大阪、大阪国際会議場 第119回日本外

科学会定期学術集会 2019.4.19 

579. 前川 博、村井勇太、小泉明博、加藤永記、山本 陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、櫛田知

志、折田 創、櫻田 睦、田中顕一郎、佐藤浩一. 膵切除後の糖尿病発症症例の検討 第119回日本外科

学会定期学術集会 大阪、大阪国際会議場 2019.4.20  

580. 村井勇太、櫻庭駿介、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、徳田智史、朝倉孝延、折田創、櫻田睦、

櫛田知志、前川博、田中顕一郎、佐藤浩一. S状結腸憩室炎による子宮全摘術後の結腸膣瘻の1例 金

沢、ANAクラウンプラザホテル金沢 第44回日本外科系連合学会総会 2019,6,19 

581. 渡邉武大、山本陸、村井勇太、小泉明博、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、櫛田知

志、折田創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 胆石イレウスの1例 金沢、ANAクラウンプラザホテ

ル金沢 第44回日本外科系連合学会総会 2019,6,20 

582. 徳田智史、村井勇太、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、氷室貴規、櫛田知志、折田

創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 膵頭十二指腸切除を施行する症例における、腹腔動脈の

狭窄・閉塞を合併する割合の検討 金沢、ANAクラウンプラザホテル金沢 第44回日本外科系連合学会総

会 2019,6,21 

583. 山本陸、村井勇太、小泉明博、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、櫛田知志、折田

創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 内膀胱上窩ヘルニア嵌頓による絞扼性イレウスの1例 金

沢、ANAクラウンプラザホテル金沢 第44回日本外科系連合学会総会 2019,6,21 

584. 田中顕一郎, 氷室 貴規, 小泉 明博, 村井 勇太, 加藤 永記, 山本 陸, 上田 脩平, 櫻庭 駿介, 徳田 

智史, 朝倉 孝延, 櫛田 知志, 折田 創, 櫻田 睦, 前川 博, 佐藤 浩一, 和田 了, 齊藤 光江. 当科に

おけるジーラスタの評価 東京、京王プラザホテル 第27回日本乳癌学会学術総会 2019,7,11 

585. 村井勇太、田中顕一郎、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、氷室貴規、朝倉

孝延、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一、齋藤光江、和田了、中村佳代子、山田真紀. 皮膚
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浸潤乳癌に対するMohs軟膏の効果を高める新たな治療法 東京、京王プラザホテル 第27回日本乳癌学

会学術総会 2019,7,11 

586. 前川博. 膵癌組織における脂肪酸結合蛋白 5 発現の免疫組織学的検討 グランドニッコー東京台場 第

50 回日本膵臓学会大会 2019,7,13 

587. 前川博. 膵癌組織のCHFR遺伝子のメチル化と病理組織因子の関連についての検討 グランドプリンス新

高輪 第74回日本消化器外科学会総会 2019,7,19 

588. 安藤美沙、田中顕一郎、小泉明博、村井勇太、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、氷室

貴規、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一、齋藤光江. 男性乳癌の一例 

名古屋コンベンションホール 第16回日本乳癌学会中部地方会 2019,8.31 

589. 山本陸、安藤美沙、小泉明博、村井勇太、加藤永記、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、伊藤智

彰、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、和田了、佐藤浩一. 鼠径部子宮内膜症を合併した

成人Nuck管水腫の１例 静岡商工会議所4F、401・402会議室 静岡県外科医会第241回集談会 

2019,8.31 

590. 小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛田知

志、折田創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、和田了、佐藤浩一. 回腸脂肪腫による成人腸重積症の1例 

静岡商工会議所4F、401・402会議室 静岡県外科医会第241回集談会 2019,8.31 

591. 村井勇太、安藤美沙、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、伊藤智

彰、櫛田知志、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. メシル酸イマチニブによるNeoadjuvant Therapy

にて完全切除し得た直腸GISTの１例 静岡市産学交流センターB-nest “プレゼンテーションルーム“6F 第

75回静岡県癌治療研究会 2019.9.14 

592. 田中顕一郎, 安藤 美沙, 小泉 明博, 村井 勇太, 加藤 永記, 山本 陸, 上田 脩平, 櫻庭 駿介, 徳田 

智史, 朝倉 孝延, 櫛田 知志, 折田 創, 櫻田 睦, 前川 博, 佐藤 浩一. 当院におけるアベマシクリブの

使用経験 ホテル日航高知旭ロイヤル2F 第81回日本臨床外科学会総会 2019.11.14 

593. 上田脩平、安藤美沙、村井勇太、小泉明博、山本陸、加藤永記、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、伊藤智

彰、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 十二指腸下行脚の表在性非乳頭腫瘍

に対して腹腔鏡内視鏡合同手術を施行しえた1例 ホテル日航高知旭ロイヤル2F 第81回日本臨床外科

学会総会 2019.11.14 

594. 朝倉孝延、村井勇太、小泉明博、山本陸、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、伊藤智彰、櫛田知

志、折田創、櫻田陸、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. NOMIに対して広範囲小腸切除を施行し、術後短

腸症をきたした1例 ホテル日航高知旭ロイヤル2F 第81回日本臨床外科学会 2019.11.16 

595. 加藤永記、安藤美沙、村井勇太、小泉明博、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、櫛田知

志、折田創、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 治療に難渋した外傷性肝損傷の一例 ホテルシ

ティオ静岡 第20回術後管理フォーラム 2020.1.18 

596. 上田脩平、安藤美沙、村井勇太、小泉明博、山本陸、加藤永記、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、伊藤智

彰、櫛田知志、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 当院での下部消化器穿孔に対して緊急手術を

施行した症例の検討 ホテル日航福岡 第24回エンドトキシン血症救命治療研究会 2020,1.31 

597. 櫻庭駿介、安藤美沙、村井勇太、小泉明博、山本陸、加藤永記、徳田智史、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛田知

志、櫻田睦、田中顕一郎、前川博、佐藤浩一. 腹部感染症に対する PMX-DHP の使用経験 ホテル日航

福岡 第 24 回エンドトキシン血症救命治療研究会 2020,1.31 

寒竹正人 

598. * 寒竹正人 . 第 61 回日本新生児成育医学会 ランチョンセミナー SGA 児におけるエピゲノム解析
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2016/12/3 大阪国際会議場 

599. 折田創、片岡太郎、遠藤未来美、伊藤智彰、寒竹正人、清水芳男、城石俊彦、Kathleen, G., Malcolm B., 佐

藤浩一. 災害医学研究と遺伝学.第 88 回日本遺伝学会総会 2016 年 9 月 7 日 三島  （No.520 と同じ） 

600. * 寒竹正人. CLD 児における出生１か月以降のステロイド投与はグルココルチコイドレセプター遺伝子メチ

ル化を誘導する。日本周産期・新生児医学会雑誌 53; 497: 2017. 

601. 西山樹、馬場洋介、松田明奈、田所愛弓、嶋泰樹、有井直人、寒竹正人.  牛乳による食物アレルギー重

症例の検討、第 145 回日本小児科学会静岡地方会、静岡、2018/3/25 

602. 松田明奈, 馬場洋介, 山田啓迪, 山崎晋, 有井直人, 寒竹正人, 清水俊明.  乳幼児喘息における

IL-1RL1/ST2 の役割、第 121 回日本小児科学会学術集会、福岡、2018/4/22 

603. 西山樹, 馬場洋介, 宮林和紀, 山田啓迪, 米山俊之, 横倉友諒, 山崎晋, 稲毛英介, 森真理, 大塚宜一, 

寒竹正人, 清水俊明.  重症食物アレルギーにおける IL33/ST2 応答の検討、第 67 回日本アレルギー学会

学術大会、千葉、2018/6/24 

604. 馬場洋介, 宮林和紀, 山田啓迪, 山崎晋, 有井直人, 寒竹正人, 清水俊明.  小児気管切開患者における

アトピー素因の検討、第 51 回日本小児呼吸器学会、札幌、2018/9/29 

605. Baba Y, Kojima M, Yamada H, Yoneyama T, Yokokura T, Yamazaki S, Honjo A, Inage E, Mori M, Ohtsuka Y, 

Kantake M, Shimizu T.  Role of IL33 and IL1RL1/ST2 in infantile asthma、第 55 回日本小児アレルギー学

会学術大会、岡山、2018/10/21 

606. 池田奈帆, 寒竹正人.  "母体末梢血からの胎児赤芽球分離の試み 順天堂大学静岡病院小児科新生児

科 第 1 回新生児科基礎トランスレーショナルリサーチ,滋賀県長浜市 2018.2.24 

607. 宮林和紀、大川夏紀、粟田健太郎、江原尚弘、淡路敦子、齋藤暢知、池田奈帆、東海林宏道、寒竹正人、

清水俊明.  Netherton 症候群に新生児・乳児消化管アレルギーを併発した 1 例 第 121 回日本小児科学会

学術集会、福岡 2018.4.21 

608. 宮林和紀、大川夏紀、加護祐久、松田明奈、佐藤由梨亜、齋藤暢知、池田奈帆、寒竹正人.  肥厚性幽門

狭窄症を発症した早産児の一例 第 146 回日本小児科学会静岡地方会、静岡 2018.6.10 

609. 松田明奈、粟田健太郎、宮林和紀、淡路敦子、池田奈帆、大川夏紀、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明.  

新生児低体温療法を施行した児におけるプロバイオティクス使用についての検討 第 63 回日本新生児成

育医学会学術集会, 東京 2018.11.22 

610. 粟田健太郎、池田奈帆、齋藤暢知、大川夏紀、寒竹正人、東海林宏道、清水俊明.  早産児骨減少症によ

り多発骨折を呈した超低出生体重児の 1 例 第 45 回日本小児栄養消化器肝臓学会 大宮 2018.10.07 

611. 粟田健太郎、宮林和紀、淡路敦子、斎藤暢知、池田奈帆、大川夏紀、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明.  

静岡県東部における新生児救急車搬送の変遷についての検討 第54回日本周産期新生児医学会学術集

会 東京 2018.07.08 

612. 粟田健太郎, 池田奈帆, 堀江祥子, 松田明奈, 江原尚弘、佐藤由梨亜, 宮林和紀, 齋藤暢知, 大川夏紀, 

寒竹正人.  早産児骨減少症による多発骨折を 呈した超低出生体重児の 1 例 静岡周産期学会 静岡 

2018.03.03 

613. 粟田健太郎、宮林和紀、堀江祥子、松田明奈、佐藤由梨亜、江原尚弘、斎藤暢知、池田奈帆、大川夏紀、 

寒竹正人.  静岡県東部における新生児救急車搬送の検討 第 145 回静岡地方会、静岡 2018.03.25 

614. 粟田健太郎、齋藤暢知、江原尚弘、宮林和紀、淡路敦子、池田奈帆、大川夏紀、寒竹正人、清水俊明.  

母親の既往歴から判明した先天性 QT 延長症候群の 2 家系 第 121 回日本小児科学会学術集会、福岡 

2018.04.21 

615. 阿部華子,田所愛弓,森下俊真,粟田健太郎,馬場洋介,有井直人,寒竹正人.  ACTH 療法により速やかに発
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作の消失を認めた West 症候群の一例 第 147 回日本小児科学会静岡地方会、静岡 2018.11.18 

616. 宮林和紀、馬場洋介、森下俊真、西山樹、大川夏紀、有井直人、寒竹正人、清水俊明. 早産・低出生体重

児における食物アレルギー発症に関する検討 日本小児科学: 2019.4.20. 金沢 

617. 深江俊愛、草野晋平、秋本智史、西崎淑美、仲川真由、山崎晋、斉藤暢知、池田奈帆、大川夏紀、春名英

典、久田研、田久保憲行、寒竹正人、清水俊明. 胎児甲状腺腫を呈したバセドウ病母体児の 3 例 日本小

児科学会 2019.4.20. 金沢 

618. 寒竹正人、清水俊明. NICU におけるストレスは児のグルココルチコイドレセプター遺伝子のメチル化を誘

導する 日本小児科学会 2019.4.20 金沢 

619. 山崎晋、斉藤暢知、山田啓迪、馬場洋介、大川夏紀、工藤孝広、寒竹正人、大塚宣一、清水俊明.  新生

児期のヒストン脱アセチル化酵素阻害能と酪酸の関係 日本小児科学会 2019.4.20 金沢 

620. 東海林宏道、渡邊晶子、淡路敦子、細澤麻里子、池田奈帆、大川夏紀、西崎直人、久田研、寒竹正人、大

日方薫、清水俊明. 子宮内発育不全が在胎 30 週未満出生児における 6 歳までの身体計測 SD 値に及ぼ

す影響 日本小児科学会 2019.4.20 金沢 

621. 松田明奈、西山樹、徳島香央里、中道伸彰、加護裕久、粟田健太郎、宮林和紀、斉藤暢知、池田奈帆、大

川夏紀、寒竹正人、東海林宏道、清水俊明. 新生児低体温療法を要した児におけるプロバイオティクス使

用の効果についての検討 日本小児科学会 2019.4.20 金沢 

622. 神山恵里佳、斉藤暢知、徳島香央里、西山樹、中道伸彰、加護裕久、松田明奈宮林和紀、池田奈帆、大川

夏紀、寒竹正人. タンデムマススクリーニングを契機に発見されたメチルマロン酸血症の 1 例 日本小児科

学会 2019.4.20 金沢 

623. 村野弥生、東海林宏道、渡邊晶子、池田奈帆、大川夏紀、西崎直人、久田研、寒竹正人、清水俊明. 在胎

28 週以下で出生した児における 3 歳までの BMI に影響する因子についての検討(NRNJ10 年まとめ事業) 

日本周産期・新生児医学会 2019.7.14. 松本 

624. 山崎晋、斉藤暢知、横倉友諒 大川夏紀、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明. 新生児のヒストン脱アセチ

ル化酵素阻害能の特徴と FOXP3 発現の関係 日本周産期・新生児医学会 2019.7.14. 松本 

625. 粟田健太郎、大川夏紀、池田奈帆、東海林宏道、寒竹正人、福本弘二、漆原直人、清水俊明. 右肺分画

症に気管支食道ろうを合併した気管支肺前腸奇形の 1 女児例 日本周産期・新生児医学会 2019.7.14. 松

本 

626. 五十嵐健康、中野玲二、大木茂、寒竹正人. 小さく生まれた赤ちゃんとその家族に対する支援 2 冊のリト

ルベビーハンドブック作成としの拡がり 日本周産期・新生児医学会 2019.7.14. 松本 

627. 乃木田正俊、馬場洋介、徳島香央里、中道伸彰、宮林和紀、田所愛弓、有井直人、寒竹正人. 当科で経

験した過去 3 年間における小児死亡症例の検討 日本小児科学会  静岡地方会 2019.3.3. 静岡 

628. 柏木項介、阿部華子、森下俊真、粟田健太郎、加護裕久、池田奈帆、大川夏紀、寒竹正人. 診断に苦慮し

た新生児血小板減少症の 1 例 日本小児科学会静岡地方会 2019.3.3. 静岡 

629. 鳥海俊、馬場洋介、宮林和紀、山田啓迪、米山俊之、横倉友諒、山崎晋、寒竹正人、清水俊明. 病態・バ

イオマーカー 乳児アトピー性皮膚炎の病態と血清 IL-33の検討 日本小児アレルギー学会 2019.11.3. 幕

張 

630. 馬場洋介、宮林和紀、山田啓迪、米山俊之、横倉友諒、山崎晋、寒竹正人、清水俊明. 下気道感染症に

合併した喘鳴の臨床像と、その後の乳幼児喘息発症に関する検討 日本小児アレルギー学会 2019.11.3. 

幕張 

631. 横倉友諒、馬場洋介、宮林和紀、山田啓迪、米山俊之、山崎晋、寒竹正人、清水俊明. 鶏卵導入前に感

作を認めた児の、鶏卵導入に関する検討 日本小児アレルギー学会 2019.11.3. 幕張 



（様式 2） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1511008L 

 
632. 馬場洋介、宮林和紀、横倉友諒、寒竹正人、清水俊明. 喘鳴を呈した下気道感染症急性期における臨床

像と、その後の乳幼児喘息発症に関する検討 日本小児感染症学会 2019.10.27. 旭川 

633. 徳島香央里、馬場洋介、乃木田正俊、中道伸彰、横倉友諒、有井直人、寒竹正人. 当科入院症例におけ

る気管支喘息急性増悪時の全身ステロイド薬投与の現状 日本小児科学会静岡地方会 2019.6.2 静岡 

634. 寒竹正人、有井直人、大川夏紀、馬場洋介、宮林和紀、桐野衛二. 小児精神疾患のエピジェネティックな

観点からみた考察 日本小児科学会静岡地方会 2019.6.2 静岡 

635. 加護裕久、大川夏紀、柏木項介、阿部華子、森下俊真、粟田健太郎、宮林和紀、漆原直人、寒竹正人. 気

管支肺前腸奇形の 1 女児例 気管支食道ろうを合併した肺分画症 日本小児科学会静岡地方会 2019.6.2 

静岡 

636. 大川夏紀、斉藤雪香、粟田健太郎、宮林和紀、池田奈帆、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明. 当院におけ

る早産児動脈管開存症に対するイブプロフェン製剤の使用状況 日本新生児成育医学会 2019.11.26. 鹿

児島 

637. 笠井悠里葉、久田研、斉藤暢知、幾瀬圭、岩崎友弘、大川夏紀、西崎直人、寒竹正人、大日方薫、清水俊

明. 低出生体重児における抗菌薬適正使用 関連 3 施設での検討 日本新生児成育医学会 2019.11.26. 

鹿児島 

638. 斉藤雪香、池田奈帆、粟田健太郎、大川夏紀、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明. 診断に時間を要した新

生児血小板減少症の 1 例 日本新生児成育医学会 2019.11.26. 鹿児島 

639. 馬場洋介, 宮林和紀, 横倉友諒, 山田啓迪 山崎晋, 寒竹正人, 清水俊明. 小児アトピー性皮膚炎におけ

る血清中 IL-33 の検討 第 43 回日本小児皮膚科学会学術大会, 埼玉, 2019.7.21 

640. 馬場洋介, 鳥海俊, 宮林和紀, 横倉友諒, 寒竹正人. 小児アレルギー疾患における IL-33 と IL-1RL1/ST2

第 76 回東海小児アレルギー談話会, 愛知, 2019.10.20 

土至田宏、松崎有修 

641. 土至田宏. 副交感神経除神経家兎ドライアイモデルにおけるレバミピド点眼薬の角結膜所見改善効果 角

膜カンファランス 2016, 軽井沢, 2016 年 2 月 18 日～20 日. 

642. 土至田宏. 家兎ドライアイモデルの角膜上皮障害に対するレバミピド点眼液の治療効果の検討. 第 120 回

日本眼科学会総会, 仙台市, 2016 年 4 月７日～10 日. 

643. 土至田宏. 診断・治療に苦慮した角膜疾患例. 第 1 回東海角膜クラブ, 名古屋市,2016 年 6 月 4 日. 

644. 土至田宏. トライアルケース内の蛋白濃度. フォーサム 2016 東京, 東京都, 2016 年 7 月 1 日～3 日. 

645. 土至田宏、朝岡聖子、市川浩平、古賀暖子、林雄介、桑名亮輔、松崎有修、太田俊彦. 角膜内血腫の 1例.  

第 68 回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2017 年 1 月 21 日. 

646. 土至田宏、太田俊彦、唐澤真里亜、須藤史子、村上晶.  家兎ドライアイモデルにおけるジクアホソル点眼

液とレバミピド点眼液の治療効果の検討. 角膜カンファランス 2017, 福岡市, 2017 年 2 月 16 日～18 日. 

647. 土至田宏、太田俊彦、村上晶. 主涙腺組織の頑健結膜下移植による涙液分泌量改善を介したドライアイ

治療の試み. 第 16 回日本再生医療学会総会, 仙台市, 2017 年 3 月 7 日～9 日 

648. 土至田宏、舟木俊成、小野浩一、關保、大竹博司、加藤卓次、渡部草太、田淵照人、海老原伸行、村上晶. 

レチノールパルミチン酸エステル点眼液のドライアイ患者に対する治療効果. 第 121 回日本眼科学会総会, 

東京都, 2017 年 4 月 6 日～4 月 9 日 

649. 土至田宏、林雄介、朝岡聖子、市川浩平、古賀暖子、桑名亮輔、松崎 有修、太田俊彦. 帯状角膜変性に

対する EDTA 塗布併用ケラテクトミー術後の屈折値の変化. 第 32 回 JSCRS 学術総会, 福岡県,  

2017 年 6 月 23 日～25 日. 

650. 土至田宏. HCL ケースの培養結果と蛋白濃度. 第 60 回日本コンタクトレンズ学会総会, 大阪府,  
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2017 年 7 月 14 日～16 日 . 

651. 土至田宏、松崎有修. 火山灰が眼表面へ及ぼす影響. 第 69 回静岡県眼科医会集談会, 静岡市,  

2017 年 8 月 19 日.  

652. 土至田宏. 副交感神経除神経家兎ドライアイモデルにおけるレチノールパルミチン酸エステル点眼液の治

療効果. 第 37 回日本眼薬理科学会. 高山市, 2017 年 9 月 1 日. 

653. 土至田宏, 小森雅彦, 柳田和夫, 堀田喜裕.  (公財) 静岡県アイバンクから斡旋されたドナー角膜の使用

状況. 第 70 回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2018 年 1 月 20 日. 

654. 土至田宏、大谷洋揮、小森翼、市川浩平、林雄介、桑名亮輔、松崎有修、太田俊彦.  涙丘部に発生した

角結膜腫瘍および腫瘍状病変の検討. 第 41 回日本眼科手術学会学術総会, 京都府, 2018 年 1 月 26 日. 

655. 土至田宏  静岡県アイバンクドナー使用状況. 角膜カンファランス 2018, 広島市, 2018 年 2 月 15 日. 

656. 土至田宏, 須藤史子.  副交感神経徐神経家兎モデルにおける神経再生を介したドライアイ治療の試み. 

第 17 回日本再生医療学会総会, 横浜市, 2018 年 3 月 23 日. 

657. 土至田宏, 太田俊彦, 須藤史子, 村上晶.  家兎ドライアイモデルにおけるレチノールパルチミン酸とヒアル

ロン酸の治療効果. 第 122 回日本眼科学会総会, 大阪府, 2018 年 4 月 19 日. 

658. 土至田宏, 松崎有修.  火山灰がコンタクトレンズ装着眼に及ぼす影響.第 61 回日本コンタクトレンズ学会

総会(フォーサム 2018), 東京都, 2018 年 7 月 15 日. 

659. 土至田宏, 太田俊彦, 須藤史子, 村上晶.  副交感神経徐神経家兎ドライアイモデルにおける各種ドライア

イ治療用点眼薬の効果. 第 38 回日本眼薬理学会, 長崎市, 2018 年 9 月 29 日. 

660. 松崎有修, 小森翼, 大谷洋揮, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 桑名亮輔, 土至田宏, 太田俊彦.  白内障

術中の後嚢破損への対処法 -Mt. Fuji Technique-. 第 70 回静岡県眼科医会集談会, 静岡市,  

2018 年 1 月 20 日. 

661. 松崎有修, 小森翼, 大谷洋揮, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 桑名亮輔, 土至田宏, 太田俊彦.  新しい

後嚢破損への対処法 Mt. Fuji technique の術後成績. 第 33 回 JSCRS 学術総会, 東京都, 2018 年 6 月

30 日 

662. 土至田宏. 「輸入角膜を用いた DMEK 用ドナー角膜作成の試み」、第42回日本眼科手術学会学術総会、

横浜市、2019 年 2 月 1 日 

663. 土至田宏.  「火山灰によるヒト角膜への影響」、第 62 回日本コンタクトレンズ学会総会、京都市、2019 年

7 月 6 日 

664. 土至田宏, 太田俊彦、「帯状角膜変性症に対するキレート剤併用角膜切除後にみられた合併症の 検

討」、第 39 回日本眼薬理学会、名古屋市、2019 年 9 月 14 日 

665. 土至田宏, 松崎有修, 東千晶, 反田蓉子, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 杉田丈夫, 太田俊彦. 「過去 3 

年間における入院を要した角膜潰瘍の検討」、第 73 回日本臨床眼科学会、京都市、2019 年 10 月 24 日 

古元将和 

666.古元将和. 帝王切開時に PIP 関節で完全に切断された右小趾に対し composit graft を行った 1 例．第 8 回

日本創傷外科学会総会・学術総会．2017 年 5 月 26-28 日．仙台国際センター 

松本茂 

667.松本茂  中顔面骨骨折に対し IMF スクリューを用いて連結したハロー型骨延長器の使用経験．第 61 回日

本形成外科学会総会・学術総会．2018 年 4 月 11-13 日．ホテルニューオータニ博多・電気ビル共創館 
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＜既に実施しているもの＞ 
【インターネットでの公開状況】 

柳川洋一、大坂裕通、大森一彦、石川浩平 

1. 柳川洋一 静岡災害医学研究センター 研究活動・業績「視察レポート（大災害被災地 / 災害医療関連）」 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/ 

2. 柳川洋一 静岡災害医学研究センター 研究活動・業績「順天堂 CO-CORE サイト：救急診療科 教授 柳

川洋一へのインタビュー記事 『抜群の機動力で救急医療に貢献する順天堂静岡病院のドクターヘリ。』

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/ 

3. ｊitsuiki K, Omori K, Takeuchi I, Kondo A, Ohsaka H, Ishikawa K, Nakagawa Y, Inokuchi S, Yanagawa Y.  静

岡災害医学研究センター 研究活動・業績 『Case Report: Multiple Patients With Heatstroke Air 

Evacuated by Agreement Concerning Collaboration』 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/ 
4. 柳川洋一 静岡災害医学研究センター 研究活動・業績「順天堂 CO-CORE サイト：座談会『順天堂の救

急』～地域に貢献する附属病院の救急部門－ オール順天堂としてさらなる飛躍を」 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/ 

佐藤浩一 

5. 佐藤浩一 静岡災害医学研究センター 研究センターについて＞開設にあたって 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/about/greeting.html 

折田創 

6. 折田創 静岡災害医学研究センター 研究活動・業績「Johns Hopkins University との共同研究」

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/ 

 

【市民公開講座等】 

柳川洋一 
7. 柳川洋一 第 53 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 28 年度 

『災害に備えよう-日本における災害医療の現状 静岡県東部におけるドクターヘリの現状と課題-』 

8. 柳川洋一 平成 30 年度静岡災害医学研究センター主催 市民公開講座開催 

『足元大丈夫ですか？ ～開渠側溝に潜む危険～』 順天堂大学医学部附属静岡病院 

9. 柳川洋一 2019 年度静岡災害医学研究センター主催 市民公開講座開催  
『ヘビに噛まれた時、ハチに刺された時、あなたはどうしますか？』 順天堂大学医学部附属静岡病院 

大坂裕通 

10. 大坂裕通 伊東市市民健康講座 『かかりつけ医と救急医療の使い方～AED』 平成 28 年度 

小池道明 

11. 小池道明 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『リンパ腺がはれたら ～いろんな病気でリンパ腺ははれます～』 

12. 小池道明 平成 29 年度静岡災害医学研究センター主催 市民公開講座開催 

『平成 28 年熊本地震における基幹災害拠点病院の対応』 順天堂大学医学部附属静岡病院 

岩神真一郎 

13. 岩神真一郎 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『身近に潜む呼吸器感染症～肺炎、結核、インフルエンザなど～』 

14. 岩神真一郎 第 68 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 30 年度 

『たかが肺炎、されど肺炎  ～高齢者の肺炎予防も含めて～』 

山本拓史 

15. 山本拓史 第 56 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 29 年度 

『脳腫瘍を知ろう ～病気が見つかる症状と最新の治療～』  
16. 山本拓史 第 80 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 2019 年度 

『防ごう脳卒中！急ごう脳卒中！～脳卒中の予防と最新治療～』 

市之川英臣 

17. 市之川英臣 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『肺癌の手術最前線～貴方が肺癌に罹ったらしっておきたいこと～』 

18. 市之川英臣 第 75 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 30 年度 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/report.html
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/
https://www.juntendo.ac.jp/co-core/research/drheli_yanagawa.html
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/albums/abm.php?f=abm00025538.pdf&n=1-s2.0-S1067991X17303115-main.pdf
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/albums/abm.php?f=abm00025538.pdf&n=1-s2.0-S1067991X17303115-main.pdf
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/
https://www.juntendo.ac.jp/co-core/consultation/juntendo_primarycare.html
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/about/greeting.html
https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/result/
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『肺がん外科 治 療 最 前線 ～肺 がんと診 断された際 の心 構 えから  da Vinci Surgical System（ロ

ボット手術）まで～』 

楠威志 

19. 楠威志 平成 27 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『誰でも、いつでも、どこでもできる 鼻呼吸と複式呼吸を用いた健康法』 

20. 楠威志,杉山康司. 第 65 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 29 年度 

『鼻呼吸と腹式呼吸の重要性』 

大林治 

21. 大林治 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『骨粗鬆症～静かなドロボー 骨粗鬆症 骨が弱いと長生きできないって・・・本当！？～』 

諏訪哲 

22. 諏訪哲 第 60 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 29 年度 

『心臓病に対する診断と治療  ～正しく理解する為に～』 

23. 諏訪哲 第 83 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 2019 年度 

『心臓発作の対処法～未然に防ぐ対策、緊急時の対応～』 

吉池高志 

24. 吉池高志 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『うつる皮膚病 うつらない皮膚病 ～こわい皮膚病・こわくない皮膚病～』 

長谷川敏男 

25. 長谷川敏男 第 72 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 30 年度 

『シミの診断と治療  正しいスキンケア ～男女ともに健康な皮膚を目指して～』 

26. 長谷川敏男 順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 2019 年度 

『アレルギー疾患研修会 皮膚のバリア機能と皮膚炎～皮膚のアレルギーって？～』 

丹原圭一 

27. 丹原圭一 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『大動脈弁狭窄症 ～その症状、診断、治療について～』 

28. 丹原圭一 第 69 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 30 年度 

『低侵襲心臓手術  ～とくに右小開胸大動脈弁置換術について～』 

岡崎敦 

29. 岡崎敦 平成 27 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『患者さんは病院より家に帰りたい ～家庭・地域でも支える緩和ケア～』 

30. 岡崎敦 第 61 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 29 年度 

『がんとわかったときからはじまる緩和ケア』 

31. 岡崎敦 第 82 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 2019 年度 

『急性の痛みと慢性の痛み～全く異なる 2 つの痛みを理解しましょう～』 

折田創 

32. 折田創 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『腹腔鏡下手術の進歩 －胃がんの手術－ ～最新の手術機器について～』 

寒竹正人 

33. 寒竹正人 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『夏カゼから家族を守りましょう ～夏のカゼは冬のカゼとは違います。～』 

土至田宏 

34. 土至田宏 第 79 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 2019 年度 

『目の充血～目が赤くなった！危険？それとも？～』 

神田章男 

35. 神田章男 伊東市医師会市民公開講座 『新しい健康評価の概念をご存じですか？～ロコモティブシンドロ

－ム･サルコペニア・フレイル 股関節･膝･腰の痛みを克服、健康寿命を延ばそう～』 (伊東) 平成 30 年度 

諸橋達 

36. 諸橋達 第 76 回順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 平成 30 年度 

『見逃されやすい股関節の病気と治療法』 

古元将和 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/albums/abm.php?f=abm00026413.pdf&n=abm_20190302.pdf
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37. 古元将和 平成 28 年度順天堂大学医学部附属静岡病院市民公開講座 

『形成外科をご存知ですか？ ～写真で見る形成外科疾患～』 

 

 

【その他の講演・研究会等】 

柳川洋一 

38. 柳川洋一 大規模災害時の医療 田方医師会 平成 27 年度  

39. 柳川洋一 救急救命士処置拡大の概要 御殿場医師会 平成 27 年度  

40. 柳川洋一 救急救命士処置拡大の概説（御殿場市） 平成 27 年度  

41. 柳川洋一 災害医療一般の概説（伊豆の国市） 平成 28 年度 

42. 柳川洋一 感冒や胃腸炎と判断された重篤な疾患症例シリーズ（下田メディカル） 平成 28 年度 

43. 柳川洋一 CBRNE って？ (順天堂大学静岡病院)  平成 28 年度 

44. 柳川洋一 減圧症に関する当院の知見  (順天堂大学静岡病院)  平成 28 年度 

45. 柳川洋一 田方医師会災害研修 熊本地震での当院の活動、CBRNE 災害に関して 平成 29 年度 

46. 柳川洋一  講演会 『これからの災害医療の姿を求めて』開催 平成 29 年度 

47. 柳川洋一  内科診療にも役立つ標準的な外傷診療手順の紹介 田方医師会 平成 29 年度 

48. 柳川洋一  第 18 回日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会総会 特別講演「Vacuum phenomenon 減

圧症との関連性」（筑波大学医学エリア） 平成 30 年度 

49. 柳川洋一  日本における災害医療の現状」(桑名市) 平成 30 年度 

50. 柳川洋一  静岡県国民保護訓練（伊豆市役所） 平成 30 年度 

51. 柳川洋一  三島医師会 静岡県東部におけるドクターヘリの現状と課題 平成 30 年度 

52. 柳川洋一  富士山南東消防本部（三島市消防署） CBRNE 対応について 平成 30 年度 

53. 柳川洋一  富士市医師会 静岡県東部におけるドクターヘリの現状と課題 平成 30 年度 

54. 柳川洋一  講演会 『ドクターヘリを活かす救急医療システム～ここだけのお話し～』開催 平成 30 年度 

55. 柳川洋一 救急医療に関する最新治験 循環器疾患フォーラム 平成 30 年度 

56. 柳川洋一 災害医療 静岡県消防学校 平成 30 年度 

57. 柳川洋一 テロ対策訓練 大仁警察主催 修善寺駅 平成 30 年度 

58. 柳川洋一 静岡県メディカルコントロール(MC)協議会 静岡県庁 平成 30 年度 

59. 柳川洋一 外傷の基礎 順天堂大学 2019.4.11 

60. 柳川洋一 頭部外傷 防衛医科大学校 2019.6.24 

61. 柳川洋一 賀茂地域から救急車両で搬送された傷病者の現状 伊豆縦貫自動車道建設促進 2019.8.2 

62. 柳川洋一 夏季訓練検証官 駿東伊豆消防本部第 2 方面 2019.8.2 

63. 柳川洋一 頭部・脊椎の外傷・疾病、脳死、移植 防衛医科大学校 2019.8.23 

64. 柳川洋一,大森一彦 静岡県東部ドクターヘリ運航調整委員会 三島プラザ 2019.8.28 

65. 柳川洋一 内閣府防災訓練 2019.9.6 

66. 柳川洋一 生命徴候 順天堂大学 2019.9.11 

67. 柳川洋一 オリンピックテストイベント 伊豆ベロドローム 2019.10.7 

68. 柳川洋一 オリンピック VMO 会議 東京 2019.10.15 

69. 柳川洋一 現場救護所の活動について 田方ＭＣ研修会 2019.10.21 

70. 柳川洋一 日本における災害医療の現状と問題点 沼津医師会 2019.11.13 

71. 柳川洋一 オリンピック開催時に必要な知識、技術、医療体制について 2019.11.18 

72. 柳川洋一 静岡県メディカルコントロール(MC)協議会 2019 年度 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital_shizuoka/smrcd/albums/abm.php?f=abm00025765.pdf&n=20190213.pdf
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73. 柳川洋一 駿東田方地域 MC 協議会、熱海伊東地域 MC 協議会、賀茂 MC 協議会 2019 年度 

74. 柳川洋一  講演会 『輸入感染症の今後の動向と院内の備え』開催 2019 年度 

75. 柳川洋一  「2019 年台風 19 号伊 豆半 島 上陸 時の当 院での対 応と、social networking service 

(Twitter®) 内容の検討」 第 6 回静岡災害医学研究センター研究報告会 順天堂大学医学部附属静岡

病院 2020.1.17 

大坂裕通  

76. 大坂裕通 日常から出来る災害準備について （田方医師会主催:田方中消防署） 平成 28 年度 

77. 大坂裕通 ドクターヘリ勉強会（御殿場市小山消防)  平成 28 年度 

78. 大坂裕通  ドクターヘリ 各消防署勉強会 (御殿場小山消防、御殿場市消防本部、富士山南東消防 三

島消防本部、富士山南東消防本部平成３０年度３署合同救急訓練) 平成 30 年度 

79. 石川浩平 大森一彦 大坂裕通  静岡県防災航空隊との協働訓練 平成 30 年度 

80. 大坂裕通  清水マリンターミナル 護衛艦医務室視察 平成 30 年度 

大森一彦  

81. 大森一彦 静岡県東部の救急事情とドクターヘリ (志太榛原救急医療研究会) 平成 28 年度  

82. 大森一彦 ドクターヘリの活用方法は時代とともに進化している！(駿東伊豆消防) 平成 28 年度  

83. 大森一彦 救命救急センターの外傷診療(沼津医師会) 平成 28 年度  

84. 大森一彦 トリアージ PAT 法(沼津市立病院) 平成 28 年度  

85. 大森一彦 伊豆の国市立長岡南小学校職業講話「フライトドクター」 平成 29 年度  

86. 大森一彦 三島市立山田小学校職業講話「フライトドクター」 平成 29 年度 

87. 大森一彦  第 23 回静岡県放射線技師学術大会「ドクターヘリを知っていますか」 平成 30 年度 

88. 大森一彦  順天堂４基幹型病院合同 臨床研修医のための学術集会「出血性ショックの対応は出来ます

か」 平成 30 年度 

89. 大森一彦  沼津市立病院災害医療訓練「トリアージ PAT 法」 平成 30 年度 

90. 大森一彦 ドクターヘリ 各消防署勉強会 (駿東伊豆消防通信指令課、駿東伊豆消防多数傷病者事案机

上訓練、富士宮消防、駿東伊豆消防多数傷病者訓練) 平成 30 年度 

91. 石川浩平,大森一彦,大坂裕通.  静岡県防災航空隊との協働訓練 平成 30 年度 （No.79 と同じ） 

92. 大森一彦 病態別応急処置「出血」「アナフィラキシー」 静岡県消防学校 平成 30 年度 

93. 柳川洋一,大森一彦 静岡県東部ドクターヘリ運航調整委員会 三島プラザ 2019.8.28 （No.64 と同じ） 

94. 大森一彦 ドクターヘリ事後検証会 2019.9.27 

石川浩平  

95. 石川浩平  ドクターヘリ 各消防署勉強会 (駿東伊豆消防本部、静岡市消防本部、下田地区消防本部、

静岡市消防本部) 平成 30 年度 

96. 石川浩平,大森一彦,大坂裕通.  静岡県防災航空隊との協働訓練 平成 30 年度 （No.79 と同じ） 

大出靖将 

97. 大出靖将 東日本大震災の体験談 （田方医師会主催:田方中消防署） 平成 28 年度 

岩神真一郎 

98. 岩神真一郎  第 1 部 病診連携（呼吸機能検査）、第 2 部 自然災害発生時における在宅酸素療法患者に

対する地域ネットワークの構築. 田方医師会呼吸器研究会 2018 年 4 月 12 日 田方医師会館 

99. 岩神真一郎 身近な呼吸器の感染症～インフルエンザ、結核、肺炎など～. 田方歯科医師会講演会 2019

年 1 月 7 日 サンバレー冨士見 

100. 岩神真一郎 災害発生時における在宅酸素療法患者に対する酸素供給システムの構築. 田方医師会呼
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吸器研究会 2019 年 7 月 11 日 田方医師会館 

101. 岩神真一郎 当院における届出方法の変更によるカルバペネム使用量抑制の試み.  2019 年度 感染防

止対策加算 1.2 合同カンファレンス 2019 年 9 月 20 日 中伊豆リハビリテーションセンター 

102. 岩神真一郎 在宅酸素療法患者を大規模災害から守るために. 田方医師会報 VOL. 90 P.2054 2019 年

10 月 1 日 

103. 岩神真一郎 肺癌は治るのか？ 青木クリニック講演会 2019 年 10 月 29 日 青木クリニック 

104. 岩神真一郎 災害発生時における在宅酸素療法患者に対する酸素供給システムの構築. 田方医師会呼

吸器研究会 2019 年 11 月 14 日 田方医師会館 

田中利隆 

105. 松澤奈々、田中利隆、伊藤早紀、柳原保穂、正岡駿、小林徹、鵜野しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中

里美、金田容秀、三橋直樹. 「災害時の母体搬送について」、第 39 回静岡県周産期新生児研究会 静岡 

2018.9.29 発表 

106. 田中利隆. 「母体搬送の現状と問題点：順天堂静岡病院産婦人科開院から現在まで」、第 40 回静岡県東

部周産期研究会 静岡 2019.3.7 講演 

107. 小林徹、田中利隆、伊藤早紀、柳原保穂、小林徹、松澤奈々、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中里美、金田容

秀、三橋直樹. 「母体搬送症例から学ぶ産科危機的出血を防ぐためにできること」、第 40 回静岡県周産期

新生児研究会 静岡 2019.3.16 発表 

108. 田中利隆 不育症について考える、第 32 回静岡県母性衛生学会学術集会、静岡、2019.9.8 

山本拓史 

109. 山本拓史 脳神経外科領域におけるてんかん治療 平成 29 年 7 月 20 日田方医師会学術講演会，静岡県 

110. 山本拓史 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 臨床から見えてきた 火の国脳

卒中カンファレンス Stroke conference 合同特別講演会, 熊本, 2019 年 2 月 20 日 

111. 山本拓史 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 循環器疾患懇話会, 静岡, 2019

年 2 月 28 日 

112. 山本拓史 脳神経外科領域における AMPA 受容体拮抗薬の可能性とてんかん診療, 【第一報】てんかん

Clinical Conference Seminar in 志太榛原, 静岡, 2019 年 3 月 13 日 

113. 山本拓史 日常診療に役立つ抗てんかん薬の使い方, てんかん Web セミナー～シームレスなてんかん診

療の実現に向けて～, 静岡, 2019 年 3 月 18 日 

114. 山本拓史 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 循環器医療連携セミナー, 愛

知, 2019 年 4 月 4 日 

115. 山本拓史 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～当院におけるペランパネルの使用経験と可能

性～, <第一報>フィコンパ インターネットライブセミナー, 静岡, 2019 年 4 月 17 日 

116. 山本拓史 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 高齢者のトータルケアを考える

会, 佐賀, 2019 年 4 月 23 日 

117. 山本拓史 非弁膜症性心房細動による心原性脳塞栓症の最新の知見と出血性合併症へ対応, 田方医師

会学術講演会, 静岡, 2019 年 5 月 16 日 

118. 山本拓史 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 第 162 回学術集談会, 京都, 

2019 年 5 月 25 日 

119. 山本拓史 脳卒中 Up to Date, 伊東市医師会学術講演会, 静岡, 2019 年 5 月 31 日 

120. 山本拓史 多発性脳動脈瘤に対する手術手技, 第 26 回静岡脳神経外科ビデオシンポジウム, 静岡, 2019

年 6 月 8 日 
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121. 山本拓史 抗血栓療法時の頭蓋内出血～DOAC 時代の出血性合併症の傾向と対策, Neuro Café 2019, 静

岡, 2019 年 6 月 12 日 

122. 山本拓史 重症患者への早期経腸栄養の重要性, 松山赤十字病院 NST セミナー, 愛媛, 2019 年 6 月 17

日 

123. 山本拓史 早期回復に向けた脳卒中症例における経腸栄養, 静岡県東部 NST フォーラム, 静岡, 2019 年 6

月 18 日 

124. 山本拓史 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える, 第 71 回千葉神経外科研究会, 千

葉, 2019 年 7 月 5 日 

125. 山本拓史 防ごう脳卒中！急ごう脳卒中！～脳卒中の予防と最新治療, 市民公開講座, 静岡, 2019 年 8

月 20 日 

126. 山本拓史 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 第 4 回上小地域脳卒中治療研

究会, 長野, 2019 年 8 月 23 日 

127. 山本拓史 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～ペランパネルの使用経験と可能性～, 非専門

医のためのてんかん診療セミナー, 福島, 2019 年 8 月 26 日 

128. 山本拓史 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～当院におけるペランパネルの使用経験と可能

性～, いわきてんかんセミナー, 福島, 2019 年 9 月 9 日 

129. 山本拓史 急性症候性発作と脳卒中後てんかんのマネージメント, 三重脳卒中医療連携カンファランス, 

三重, 2019 年 11 月 11 日 

130. 山本拓史 脳卒中 2 次予防と脳卒中関連てんかんへの対応, 東海エリア抗血栓療法 WEB セミナー, 2019

年 11 月 19 日 

131. 山本拓史 脳卒中 UP TO DATE, 川崎学術講演会, 神奈川, 2019 年 12 月 2 日 

132. 山本拓史 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～ペランパネルの使用経験と可能性～, てんか

んを考える会 in 川口, 埼玉, 2019 年 12 月 12 日 

133. 山本拓史 脳関連疾患に伴うてんかんへの早期治療介入の意義～基礎・臨床から見えてきたペランパネ

ルの可能性～, フィコンパ インターネットライブセミナー～急性期病院で遭遇する「発作」～,  静岡, 2019

年 12 月 18 日 

平山俊希 

134. 平山俊希 呼吸器外科領域におけるロボット支援下手術の現状. BaCuLu Network2020～Homecoming～, 

東京, 2020 年 2 月 22 日 

135. 平山俊希 シンポジウム, ロボット支援下肺葉切除の周術期成績 ～168 例の経験から得たもの～. 第 12

回日本ロボット外科学会, 東京, 2020 年 2 月 22 日 

136. 平山俊希 ランチョンセミナー, -より効率的なロボット支援下肺癌手術を目指して-. 第 12 回日本ロボット外

科学会, 東京, 2020 年 2 月 22 日 

137. 平山俊希 ロボット支援下肺区域切除の pit fall. 神奈川静岡 da vinci Thoracic Round Table, 東京, 2020

年 2 月 29 日 

大林治 

138. 大林治 第４回静岡東部骨粗鬆症学術講演会,座長, Aug. 27, 2015. (沼津) 

139. 大林治 第４回順天堂大学 TKA セミナー,座長,  Sep., 5, 2015. (東京) 

140. 大林治 静岡東部 OP セミナー, 特別講演座長, Jan,. 9, 2016. (沼津) 

141. 大林治 イブニングカンファレンス in 静岡, 特別講演座長, Feb,. 5, 2016. (静岡)  

142. 大林治 静岡東部骨粗鬆症クリニカルセミナー,  特別講演座長, Feb,. 8, 2016. (静岡)  
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143. 大林治 第 182 回静整会 ワンポイントレッスン, 座長, Mar,. 19, 2016.  (三島)  

144. 大林治 第 6 回静岡東部骨粗鬆症学術講演会, 特別講演座長, Aug., 25, 2016. (沼津)   

145. 大林治 骨粗鬆症の最近の話題について  三島市医師会外科系医会, 学術講演, Oct.. 5, 2016. (三島) 

146. 大林治 第 36 回静岡骨軟部腫瘍研究会, 世話人, Oct.. 22, 2016. (三島) 

147. 大林治 静岡県デュピィトラン拘縮治療フォーラム, 基調講演座長. Nov., 26, 2016. 

148. 大林治 デュピュイトラン拘縮の治療について 静岡県東部整形外科医会, 特別講演 Mar.,13, 2017.  (静

岡) 

149. 大林治 デュピュイトラン拘縮の治療について 静岡県東部整形外科医会, 特別講演, Jul., 21, 2017.  (静

岡) 

150. 大林治 第２回静岡東部整形外科骨･感染症セミナー、座長、Jul., 27, 2017. (沼津) 

151. 大林治 Next lecture Meeting in Mishima-消化管出血をいかにマネジメントするか- 座長、Sep., 14, 2017. 

(三島) 

152. 大林治 関節リウマチ・骨粗鬆症について  関節リウマチ・骨代謝カンファレンス、Oct., 12, 2017. (静岡) 

153. 大林治  Bone Health Care Seminar, 座長, Apl., 12, 2018. (静岡) 

154. 大林治  静岡関節症研究会、座長、Aug., 9, 2018. (静岡) 

155. 大林治  第６回静岡東部骨粗鬆症学術講演会、座長、Aug., 30, 2018. (沼津) 

156. 大林治 一般演題Ⅰ 座長 第 44 回静岡ﾘｭｳﾏﾁ懇話会 静岡 2019 年 1 月 26 日 

157. 大林治 座長 第 41 回静岡骨軟部腫瘍研究会 静岡 2019 年 

158. 神田章男､岩瀬秀明､大林治､三井和幸､武井裕輔. 災害･救急医療で使用可能な画期的駆血装置の開発

-新しい駆血ｼｽﾃﾑのﾃﾞｻﾞｲﾝと至適加圧条件の検討- 第 5 回静岡災害医学研究センター研究報告会 順

天堂大学医学部附属静岡病院 2019.6.21 

159. 大林治 座長 静岡東部骨粗鬆症ﾘｴｿﾞﾝｻ-ﾋﾞｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾌｫﾛ-ｱｯﾌﾟの会 静岡 2019 年 7 月 18 日 

160. 大林治 骨粗鬆症治療における必要な検査とﾀｲﾐﾝｸﾞ 座長 第 3 会 Roche Medical Science Day 愛知 

2019 年 7 月 27 日 

最上敦彦 

161. 最上敦彦 Juntendo Uninersity Group Private Cadaver Workshop, 講演, Oct., 2-5, 2015.(Bangkok) 

162. 最上敦彦 僕が整形外傷医になった理由～整形外傷医を志す公君へ～ TMED kamakura2015-Trauma 

Master Entertainment Dialog,  Oct.24-25. 2015. (横浜) 

163. 最上敦彦 重度手部外傷～中手・手根骨欠損/手関節脱臼の 1 例  重度四肢外傷セミナ-IN 岡山, 

Oct., 0-31, 2015. (岡山) 

164. 最上敦彦 4th iSSOT Izu Spring Seminer of Orthopaedic Trauma, 代表世話人, Apr., 16, 2016. (三島)  

165. 最上敦彦 僕が整形外傷医になった理由～I Love fractures!  順整会神奈川支部会講演会、特別講演、

May, 7, 2016. (横浜) 

166. 最上敦彦 ARISTO PHN 上腕骨近位端骨折の治療戦略．  第 2 回順天堂若手整形外傷検討会, 

Aug. 20 (浦安) 2016 

167. 最上敦彦 C type にこそ逆行性髄内釘!～顆部骨片固定にこだわった髄内釘選択と手術手技～骨折治療

マイスタ－に聞く 大腿骨遠位端骨折の髄内釘治療, 特別講演, Mar., 13, 2017. (東京) 

168. 最上敦彦 脆弱性骨盤輪骨折に対する手術適応と方法 第 128 回中部日本整形外科災害外科学会学術

集会, 座長,  Apr., 7-8, 2017. (神戸) 

169. 最上敦彦 第５回伊豆整形外傷スプリングセミナー(ISSOT), 代表世話人, Apr., 15, 2017. (三島) 

170. 最上敦彦 第 90 回日本整形外科学会学術集会, 座長(外傷:大腿骨骨折)、May., 18-21, 2017. (仙台) 
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171. 最上敦彦 医療理論を考慮した上腕骨近位部骨折の治療戦略-髄内釘固定を中心に- 第 1 回関西救急

整形外傷シンポジウム, 特別講演,  Jul. 1, 2017.  (兵庫) 

172. 最上敦彦 上腕骨近位骨折治療におけるわたしの流儀 第 5 回みちのく骨切り研究会, 特別講演, 

Sep., 2. 2017 (仙台) 

173. 最上敦彦 Fracture Repair Decade～骨折治療の 10 年､何が変わったのか？～第 60 回多摩整形外科医

会, 特別講演,  Sep., 9. 2017  (東京) 

174. 最上敦彦 僕が整形外傷医になった理由～整形外傷医を志す君へ～(外傷の疼痛管理を含めて)．第 66 回

秋田整形外科医会, 特別講演,  Sep., 30. 2017  (秋田) 

175. 最上敦彦 髄内釘治療～その進化と極意～ 第 6 回千葉整形外傷研究会, 特別講演, Oct., 28, 2017 (千葉) 

176. 最上敦彦 第 23 回救急整形外傷シンポジウム, 座長、Nov.. 24-25, 2017. (北谷) 

177. 最上敦彦 尺側手部重度損傷の 1 例． 第 21 回順天堂大学整形外科手肘外科研究会,  

Dec., 2, 2017. (東京) 

178. 最上敦彦 下腿関節内骨折に対する手術の工夫(シンポジウム) 第 129 回中部日本整形外科災害外科学

会･学術集会, 座長, Dec. 6-7, 2017.  (冨山) 

179. 最上敦彦  肘関節重度外傷への肘用ヒンジ付き創外固定の応用.  第 31 回日本創外固定･骨延長学会, 

教育研修講演. Aug., 3-4,2018. (青森) 

180. 最上敦彦  Zimmer Biomet Trauma a Tokai Area Biockill Course, 講師, Feb., 23-24, 2018. (Bangkok) 

181. 最上敦彦  その抜釘大丈夫?抜かなきゃよかった､､､ Common fractures の tips&tricks”展開の妙” 第 44

回日本骨折治療学会, 報告､ Jul., 6-7 2018. (岡山) 

182. 最上敦彦  Depuy Synthes Cadaveric Course in Bangkok, 講師, Sep.,7-8, 2018. (Bangkok)    

183. 最上敦彦  Bangkok Cadaver Training Advanse Course(Basic Course) , 講師, Sep.,14-15, 2018. (Bangkok) 

184. 最上敦彦  IM Nailing セミナー, Nov., 3, 2018. (沖縄) 

185. 最上敦彦  骨折治療医と肩関節外科医のコラボレーション, Nov., 10, 2018. (東京) 

186. 最上敦彦  第 6 回伊豆整形外傷スプリングセミナ－, 座長. Apl., 14, 2018. (静岡) 

187. 最上敦彦  第 44 回日本骨折治療学会, 座長､ Jul., 6-7, 2018. (岡山) 

188. 最上敦彦  第 67 回東日本整形外傷災害外科, 座長(外傷Ⅰ), Sep., 21-22, 2018. (秋田) 

189. 最上敦彦 人工膝関節(TKA)周囲大腿骨骨折に対する逆行性髄内釘固定～その適応と限界～ 座長 第

32 回日本創固定･骨延長学会 秋田 2019 年 3 月 1 日-2 日 

190. 最上敦彦 上腕骨近位端骨折･骨幹部骨折に対する革新的髄内釘固定方～成功するための秘訣と注意点

～ 座長 第 28 回山口県骨折治療研究会 山口 2019 年 3 月 16 日 

191. 最上敦彦 ﾅｲﾄｾｯｼｮﾝ､座長 第 24 回救急整形外傷ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 沖縄 2019 年 3 月 22 日 23 日 

192. 最上敦彦 症例検討会 ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ周辺骨折 第 8 回黒潮整形外傷ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 講演 高知 2019 年 3 月 30

日 

193. 最上敦彦 OsteoporosisExpertMeeting 講演/座長 OsteoporosisExpertMeeting 東京 2019 年 6 月 6 日 7

日 

194. 最上敦彦 講演 第 12 回横浜骨折治療研究会 神奈川 2019 年 6 月 8 日 

195. 最上敦彦 大腿骨顆部･顆上骨折の髄内釘治療～これまでとこれから(From the Past to the Future) ﾇ-ﾝﾀ

ｲﾑﾚｸﾁｬ-/ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ座長 第 45 回日本骨折治療学会 福岡 2019 年 6 月 28-29 日 

196. 最上敦彦 上腕骨近位端骨折を考える 座長 MITEK ｾﾐﾅ- 愛知 2019 年 7 月 6 日 

神田章男 

197. 神田章男 第８回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, 座長, Dec., 19,2015. (東京) 
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198. 神田章男 第 12 回津軽エリア大腿骨頸部骨折ネットワーク研究会､特別講演､Nov., 10, 2017. (弘前) 

199. 神田章男 新たな Palm size navigation 'Hip Align'と術中透視画像によるカップ設置角の比較検討．第 11 回

御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Nov., 18, 2017. (東京) 

200. 神田章男、大林治、最上敦彦、諸橋達、金子和夫 多発性骨軟骨腫症に対する人工股関節全置換術.第８

回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Dec., 19,2015. (東京) 

201. 神田章男  特別講演：疼痛におけるチーム医療の重要性～薬剤の適正量を腎機能で再考する～  静岡

県病院薬剤師会, Jul., 11, 2018. (静岡) 

202. 神田章男  第 48 回日本人工股関節学会, 講師, Feb., 23-24, 2018. (東京) 

203. 神田章男  Juntendo Unuversity private Cadaner Workshop, 講師, May, 10-11, 2018. (Bangkok) 

204. 神田章男  第 44 回日本骨折治療学会, 座長､ Jul., 6-7, 2018. (岡山) 

205. 神田章男  第 126 回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス、座長、Jul., 21, 2018. (東京) 

206. 神田章男､岩瀬秀明､大林治､三井和幸､武井裕輔. 災害･救急医療で使用可能な画期的駆血装置の開発

-新しい駆血ｼｽﾃﾑのﾃﾞｻﾞｲﾝと至適加圧条件の検討- 第 5 回静岡災害医学研究センター研究報告会 順

天堂大学医学部附属静岡病院 2019.6.21 (No.158 と同じ) 

207. 三井和幸､武井裕輔､神田章男､岩瀬秀明. 患者の状態に応じた圧迫圧の調整が可能な EHD ﾀ-ﾆｹｯﾄの開

発 第 5 回静岡災害医学研究センター研究報告会 順天堂大学医学部附属静岡病院 2019.6.21 

208. 神田章男 ﾎﾟｽﾀ- 足関節･足部 3 座長 第 45 回日本骨折治療学会 福岡 2019 年 6 月 28 日-29 日 

209. 神田章男 DAA における Optimys の使用のコツ Anatomy Workshop in Sydney  ｵ-ｽﾄﾗﾘｱ 2019 年 8 月

17 日 

210. 神田章男 THA ｱﾌﾟﾛ-ﾁ DAA Hip Symposium 福岡 2019 年 9 月 28 日 

諸橋達 

211. 諸橋達 第８回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, 座長, Dec., 19,2015. (東京) 

212. 諸橋達 脳梗塞後患者の THA 周術期抗凝固療法について．第８回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, 

Lecture, Dec., 19,2015. (東京) 

213. 諸橋達 一体型人工骨頭置換術後 20 年の症例にステムを残したまま Dual mobility カップのライナーを用い

て行った THA..  第 9 回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Oct., 1, 2016. (東京) 

214. 諸橋達 前方アプローチ THA 術後異所性骨化による可動域制限に対して骨化巣切除を行った治療経験．

第 10 回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Apr., 15, 2017. (東京) 

215. 諸橋達  股関節疾患及び足部疾患の鑑別と治療(保存加療から手術加療まで．第 6 回伊豆ペインフォーラ

ム, 講演,  Sep., 8, 2018. (静岡) 

216. 諸橋達  Juntendo Unuversity private Cadaner Workshop, 講師, May, 10-11, 2018. (Bangkok) 

217. 諸橋達  術後のエドキサバンによる血栓予防および股関節感染症例の鑑別．第 126 回御茶ノ水 HIP 

JOINT カンファレンス、レクチャー Jul., 21, 2018. (東京) 

218. 諸橋達  第 44 回日本骨折治療学会, 座長､ Jul., 6-7, 2018. (岡山) 

219. 諸橋達 ﾎﾟｽﾀ- 下腿 第 45 回日本骨折治療学会 福岡 2019 年 6 月 28 日-29 日 

長谷川敏男 

220. 長谷川敏男 脂肪組織由来幹細胞による難治性皮膚疾患の治療法開発. 第 23 回東信地区皮膚科形成外

科懇話会, 佐久, 長野, 2019 年 5 月 11 日 

221. 長谷川敏男 近赤外光を用いた指静脈の解析. 第 31 回日本レーザー治療学会 シンポジウム「光治療の

未来への展望」 東京, 2019 年 6 月 23 日 

222. 長谷川敏男 一般医のための皮膚診療−湿疹・皮膚炎群を中心に−. 西東京市医師会学術講演会, 西東
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京市, 東京, 2019 年 7 月 16 日 

223. Hasegawa T The potential of adipose-derived stem cells (ADSCs) for skin regenerative medicine. The 11th 

Juntendo University in collaborateon with 18th annual conference at Mae Fah Luang University, Bangkok, 

2019 年 9 月 14 日 

224. 長谷川敏男 美しく健康な肌のために〜皮膚科医にできること〜. 千葉県皮膚科医会「皮膚の日講演会」

千葉県医師会医学会第 20 回学術集会分科会, 千葉, 2019 年 10 月 27 日 

岡崎敦 

225. 岡崎敦  慢性疼痛では痛み以外の評価が必要、慢性疼痛診療システム構築モデル事業研修会、横浜、

2018.2.18 

226. 岡崎敦  診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会（ファシリテーター）、国際医療福祉大学熱海病院 

緩和ケア研修会、熱海市、2018.1.27-28 

227. 岡崎敦  がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会（ファシリテーター）、第 14 回順天堂大学医学部

附属静岡病院 緩和ケア研修会、伊豆の国市、2018.6.9-10 

228. 岡崎敦  がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会（ファシリテーター）、静岡医療センター 緩和ケ

ア研修会、清水町、2018.10.7 

佐藤浩一 

229. 佐藤浩一  コメンテーター、第 54 回腹部救急医学会総会、東京（京王プラザホテル 43 階ムーンライト第 7

会場）、2018.3.8 

230. 佐藤浩一  座長、大腸がん Expert Meeting、静岡（沼津リバーサイドホテル 3F「駿河」）2018.9.6 

231. 佐藤浩一  座長、静岡県東部地区 DIC フォーラム、静岡（三島プラザホテル 7F マリアソーレ）2018.10.31 

232. 佐藤浩一  オープニング・座長、Colorectal Cancer Conference in 静岡東部 2018、静岡（三島プラザホテル

4F）2018.11.28 

233. 佐藤浩一 座長「大腸癌治療セミナー」 静岡（三島プラザホテル 4F ローズマリー） 2019,1,10 

234. 佐藤浩一 司会「第 119 回日本外科学会定期学術集会」 大阪、大阪国際会議場 2019.4.20 

235. 佐藤浩一 開会の辞、座長「第 8 回御茶ノ水消化器外科フォーラム」 東京、御茶ノ水ソラシティカンファレン

スセンター1F 2019.7.6 

236. 佐藤浩一 座長「しずおか大腸癌学術講演会、特別講演」 静岡、ホテルセンチュリー 2019.7.27 

237. 佐藤浩一 閉会の辞「大腸癌 Expert Meeting」Session3」 静岡、三島プラザホテル 2019.9.5 

238. 佐藤浩一 閉会の辞、静岡県東部がん免疫治療セミナー 静岡、沼津プラザヴェルデ 2019.10.11 

239. 佐藤浩一 開会の辞、座長 Colorectal Cancer Conference in 静岡東部 2019 2019.10.31 

240. 佐藤浩一 座長「〜Regorafenib〜GIST・CRC セミナー、大腸癌薬物療法」 静岡、ホテルシティオ静岡 5F 葵 

2019.11.2 

241. 佐藤浩一 評議委員、第 98 回日本消化器内視鏡学会、2019.11.22 

242. 佐藤浩一 座長「第 13 回静岡県東部胃癌診療研究会」 静岡、沼津リバーサイド 4 階 2020.1.30 

243. 佐藤浩一 opening lecture「ピロリ除菌と胃がんの関係」 静岡、三島プラザホテル 4F ローズマリー 

2020.2.20 

折田創 

244. 折田創  座長、静岡県東部がん免疫療法セミナー、静岡（プラザ ヴェルデ 4F）2018.7.6 

245. 折田創  講演、「胃がんについて」静岡（三島商工会議所）2018.12.25 

246. Orita H Johns Hopkins and Juntendo University Surgical Collaboration, 2019 Nov. 18-19 MISTIC Lectures 

前川博 
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247. 前川博  座長、第 238 回静岡県外科医会集談会、静岡（サーラシティ浜松）2018.3.3 

248. 前川博  座長、第 43 回日本外科系連合学会学術集会、東京（虎ノ門ヒルズフォーラム）2018.6.22 

249. 前川博  座長、第 3 回静岡県東部膵癌治療研究会、静岡（三島プラザホテル 7 階）2018.8.31 

250. 前川博 座長「第 55 回日本腹部救急医学会総会」 宮城、仙台国際センター 2019.3.7 

251. 前川博 座長「静岡県東部 NST フォーラム」 静岡、プラザヴェルデ 402 会議室 2019.6.18 

252. 前川博 座長「第 4 回静岡県東部膵癌治療研究会」 静岡、みしまプラザホテル 2019.8.30 

寒竹正人 

253. 寒竹正人  京都 NICU 懇話会 特別講演 新生児期のステロイド投与によるグルココルチコイドレセプター

遺伝子のメチル化 2017/7/22 京都 

254. 寒竹正人 「Postnatal relative adrenal insufficiency results in methylation of the glucocorticoid receptor 

gene in preterm infants」 第 2 回静岡災害医学研究センター研究報告会順天堂大学医学部附属静岡病院 

2017.11.17 

255. Kantake M  国際基調講演：Prevention and treatment of induced hypothalamus-pituitary-adrenal 

dysfunction in preterm infants.  28th World Congress on Neonatology & Diagnosis. Amsterdam 

Netherland、2018/12/6 

256. 寒竹正人  特別講演：分子生物学（ジェネティクスとエピジェネティクス）を用いてこどもの発達を理解しよう

―新生児科医のよろこび―、第１１回新生児科指導医教育セミナー in 仙台、2018/8/18 

257. 寒竹正人 第８回日本 DOHaD 学会 ランチョンセミナー SGA 児におけるエピゲノム解析 2019/8/9 コン

グレススクエア日本橋 

258. 寒竹正人 SGA 児のエピゲノム解析 IGF1 とグルココルチコイドレセプター JCR ファーマ株式会社学術講

演会 in 名古屋 2019/11/8 名古屋 

259. 寒竹正人 「新生児低酸素性虚血性脳症の生物学的マーカーの臨床応用に向けた研究」 AMED 分担研究 

令和元年-5 年度 

土至田宏 

260. 土至田宏  「火山性粉塵が眼表面に及ぼす影響」 第 1 回静岡災害医学研究センター研究報告会 順天

堂大学医学部附属静岡病院 2017.6.6 

261. 土至田宏  進化し続けるコンタクトレンズ再検証．第 17 回北海道角膜セミナー. 札幌市， 

2018 年 9 月 22 日. 

262. 土至田宏  ドライアイモデルによる薬効評価. ドライアイの治療薬開発と新しい標的での創薬、モデル活用

(ドライアイ 創薬 セミナー). 東京都, 2018 年 12 月 5 日. 

263. 土至田宏  （公財）東京都眼科医会 第 40 回眼科コ・メディカル講習会．コンタクトレンズ．東京都,  

2018 年 1 月 21 日. 

264. 土至田宏  原理と角膜への影響. オルソケラトロジー講習会 第 122 回日本眼科学会総会, 大阪府,  

2018 年 4 月 22 日. 

265. 土至田宏  ハードコンタクトレンズの合併症, コンタクトレンズ講習会. 第 61 回日本コンタクトレンズ学会総

会(フォーサム 2018), 東京都, 2018 年 7 月 16 日. 

266. 土至田宏  原理と角膜への影響. オルソケラトロジー講習会. 第 61 回日本コンタクトレンズ学会総会

(フォーサム 2018), 東京都, 2018 年 7 月 16 日. 

267. 土至田宏  コンタクトレンズに関する医療情報（発展講習）. 平成 30 年度 医療機器・販売業の管理者に対

する継続的研修. 静岡市, 2018 年 7 月 28 日. 

268. 土至田宏  原理と角膜への影響. オルソケラトロジー講習会. 第 72 回日本臨床眼科学会, 東京都,  

2018 年 10 月 14 日. 

269. 土至田宏  角膜移植の未来．沼津ライオンズクラブ検眼活動推進チーム勉強会. 沼津市，2018 年 11 月 8
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270. 土至田宏 「結膜断端部反転縫合法の応用と評価. 翼状片手術を極める」、 第 42 回日本眼科手術学会学

術総会、横浜市、2019 年 2 月 3 日 

271. 土至田宏 「治療的・虹彩付きレンズ, コンタクトレンズの新たな可能性をさぐる」、第 62 回日本コンタ クト

レンズ学会総会、京都市、2019 年 7 月 6 日 

272. 土至田宏 「障害者総合支援法と円錐角膜、SJS に対する希少疾患用医療機器・輪部支持型 HCL 処方

の留意点, ［CL 白熱教室 2019：処方の基礎と応用］」,コンタクトレンズ講習会、第 62 回日本コ ンタクトレ

ンズ学会総会、京都市、2019 年 7 月 7 日 

273. 土至田宏 「CL 世代別処方のコツ、人生 100 年時代を見据えた屈折矯正」、 第 73 回日本臨床眼科学

会、京都府、2019 年 10 月 24 日 

274. 土至田宏 「解剖・生理「眼科系」」、 消防職員専科教育救急科に係る講師, 静岡市, 静岡県消防学校, 

2019 年 1 月 10 日 

松崎有修 

275. 松崎有修  視器の構造. 第 40 回 眼科コメディカル講習会, 静岡市, 2018 年 1 月 21 日. 

276. 松崎有修  白内障手術における新しい多目的チョッパー. 第 20 回『JON 研究会』講演会, 東京都, 2018 年

6 月 23 日 

277. 松崎有修 「視器の構造」、第 41 回眼科コメディカル静岡県講習会、静岡市、2019 年 2 月 10 日 

 

【広報活動】 

[平成 28 年度] 
柳川洋一 

 毎日新聞 3 月 11 日 東日本大震災 静岡の備え 

 静岡新聞 5 月 23 日 特殊災害への対応を学ぶ 

 朝日新聞 11 月 26 日 ヒートショック予防 

 伊豆新聞 5 月 11 日/5 月 17 日 かかりつけ医と救急医療の使い方～AED 

[平成 29 年度] 

石川浩平  

ラジオ（エフエム三島・函南ボイスキュー） ドクヘリ紹介 平成 29 年度 

菅尾高裕 

毎日新聞 11 月 20 日 インスリン備蓄計画 
[平成 31（令和元）年度] 
寒竹正人 

施設紹介 順天堂大学附属静岡病院 広報静岡 2020; 35: 17-18. 

土至田宏  

「肌だけじゃない！これからの季節 目の乾燥にも注意」 テレビ朝日、羽鳥慎一モーニ ングショー 

2019 年 11 月 7 日 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

未定 

 

１４ その他の研究成果等 
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【特許】 
折田 創 

1. *城石俊彦、天野孝紀、折田創、田中成和、特願 2016-69775 

大腸癌モデル動物、大腸癌モデル動物の製造方法、抗癌剤、アレルギーモデル動物、アレルギーモデル

動物の製造方法、及びスクリーニング方法 

出願者：国立遺伝学研究所、学校法人順天堂（共同出願） 出願日：平成 28 年 3 月 30 日 

長谷川敏男 

2. 池田志斈、長谷川敏男.  特許 6410343 号 

脂肪組織由来幹細胞から表皮角化細胞への誘導 

特許権者：学校法人順天堂 出願日：平成 26 年 7 月 1 日 発行日：平成 30 年 10 月 24 日 

 

【災害診療の基礎となる各種シミュレーション教育の開催やインストラクター参加】 
 

※注）以下略語 ICLS：心肺蘇生、JMECC：内科急変対応、ISLS:脳卒中初期診療、 

JPTEC:病院前外傷救護、JATEC:院内標準外傷初期診療、 

MCLS/DMAT:多数傷病者マネージメント、PNLS:脳外科初期診療 

柳川洋一 

平成 27 年度 

ICLS   順天堂大学医学部付属静岡病院 

JMECC 順天堂静岡病院 3 回  

沼津市立病院  

JPTEC  第 92 回静岡外傷セミナー 

平成 28 年度 

ICLS  4 月  順天堂大学静岡病院 研修医 1 年向け 

   4 月  順天堂大学静岡病院  

  7 月 31 日-8 月 2 日 順天堂大学保健看護学部 

10 月 順天堂大学静岡病院 

11 月 静岡県東部スキルアカデミー 沼津ワークステーション 

JMECC 10 月 順天堂静岡 JMECC 順天堂大学静岡病院 

11 月 沼津市立病院 JMECC 

ISLS   10 月 第 4 回順天堂静岡 ISLS 順天堂大学静岡病院 

JPTEC  第 123 回静岡外傷セミナーin 沼津 沼津ワークステーション 

第 126 回静岡外傷セミナーin 伊豆の国 田方消防署 

   静岡県消防学校 

JATEC  4 月 東京国立国際医療センター 

5 月 国際医療福祉大学 

7 月 横浜市立大学附属市民総合医療センター 

  11 月 順天堂救急グループ 

MCLS   第 4 回静岡 MSLC インストラクターコース 

第 4 回駿東田方 MCLS 順天堂大学保健看護学部 

第 1 回静岡 MCLS-CBRNE 田方消防署 

第 1 回静岡 MCLS マネージメントコース 静岡消防学校 

第 11 回静岡 MCLS 標準コース 

DMAT   静岡 DMAT 隊員養成研修  

山梨県 DMAT 技能維持研修  

PNLS   11th Asian Congress of Neurological Surgeons, Surabaya, Indonesia 2016. 

平成 29 年度 

ICLS   4 月 順天堂静岡 ICLS  

   6 月 第 42 回 TSA ICLS  

   7 月 保健看護学部 ICLS    

JMECC 11 月 沼津市立 JMECC  

JPTEC   8 月 JPTEC インストラクターコース 
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  10 月 JPTEC 標準コース（函南） 

1 月 JPTEC プロバイダー更新コース 三島消防署 

JATEC   9 月 順天堂大学救急グループ 

DMAT  10 月 静岡 Local DMAT 隊員養成研修 

  12 月 平成 29 年度第 6 回日本 DMAT 隊員養成研修 

   1 月 平成 29 年度第 7 回日本 DMAT 隊員養成研修 

MCLS  11 月 第 5 回駿東田方 MCLS 標準コース 

  11 月 静岡消防学校 MCLS マネージメントコース 

平成 30 年度 

ICLS   4 月 順天堂静岡 ICLS  

   7 月 静岡東部スキルアカデミーICLS  

   7 月 保健看護学部 ICLS  

   8 月 小山町総合文化会館 ICLS 

1 月  御殿場 ICLS  

   3 月 JMECC/ICLS コース  

JMECC 11 月 沼津市立 JMECC  

   3 月 順天堂大学医学部附属静岡病院 JMECC 

JPTEC  10 月 JPTEC プロバイダー更新コース 田方中消防署 

1 月  第 84 回静岡県外傷セミナー 

JATEC   9 月 順天堂大学救急グループ 

DMAT   8 月 内閣府防災訓練 DMAT 徳島県庁 

  11 月 静岡 Local DMAT 隊員養成研修 

2 月 技能維持訓練 

MCLS  6 月 第 1 回伊東・熱海 MCLS 標準コース 

  6 月 静岡 MCLS 標準コース 

  7 月 MCLS 大量殺傷型テロ対応病院コース 

 11 月 静岡消防学校 MCLS マネージメントコース 

 11 月 第 6 回駿東田方 MCLS 標準コース 

12 月 MCLS 大量殺傷型テロ対応病院コース（泉州） 

平成 31（令和元）年度 

ICLS   6 月 TSA ICLS コース  

   7 月 順天堂大学保健看護学部 ICLS  

JMECC 11 月  JMECC 沼津市立病院 

JPTEC  10 月 東伊豆 JPTEC 

JATEC   9 月 順天堂大学 JATEC  

DMAT   7 月 DMAT 技能維持訓練 

      10 月 DMAT 隊員養成研修 

        11 月 静岡県 L-DMAT 隊員養成研修 

大坂裕通 

平成 30 年度 

   ICLS   3 月 JMECC/ICLS コース 

JMECC  3 月 順天堂大学医学部附属静岡病院 JMECC 

大森一彦 

平成 30 年度 

JPTEC  10 月 JPTEC プロバイダー更新コース 田方中消防署 

   1 月 国立国際医療センター 

   3 月 JPTEC ファーストレスポンダーコース 田方中消防署 

石川浩平 

平成 30 年度 

ICLS   4 月 順天堂静岡 ICLS 

ICLS   7 月 保健看護学部 ICLS 
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神田章男  

平成 30 年度 

JPTEC   9 月 JPTEC プロバイダーコース 伊豆東部病院 

 

ＡＣＬＳ関連 

(ACLS：Advanced Cardiovascular Life Support、BLS：Basic Life Support) 

静岡東部トレーニングサイト インストラクター：岡崎敦（静岡東部トレーニングサイト長）、神田章男 
 

講習会（順天堂大学医学部附属静岡病院） 

平成 28 年度 

ACLS  4 月 プロバイダーコース 

BLS  7 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

ACLS  7 月 プロバイダーコース 

BLS  9 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

BLS  1 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

平成 29 年度 

BLS  5 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

ACLS  6 月 プロバイダーコース 

BLS   11 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

ACLS  12 月 プロバイダーコース 

平成 30 年度 

BLS  6 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

ACLS  8 月 プロバイダーコース 

BLS  9 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

BLS  1 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

BLS  3 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

平成 31（令和元）年度 

ACLS  6 月 プロバイダーコース 

BLS  9 月 ヘルスケアプロバイダーコース 

ACLS  11 月 プロバイダーコース 

ACLS  12 月 プロバイダーコース 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

 

「選定時」に付された留意事項＞ 
① 行政（消防、警察など）との連携を考慮すべきである。 

② 災害時合併症の病因解明による、効率的な防災体制構築へフィードバックしてほしい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
① への対応 

・消防、警察、自衛隊と協働した訓練、災害時の実働に関して、論文にまとめ世界に発信した。(柳川) 

・大規模災害時の輸血療法に関して、静岡県における、血液センターと行政との連携について確認する事がで

きた。（小池） 

 

② への対応 

・ドクターヘリの CBRNE への対応に関しての提言が学会に採用され、その内容を論文で公表した。銃創、爆傷

に関して医療従事者向けのパンフレットの作成に関与し、国内の医療機関に配布を行った(柳川)。 

・災害時のてんかん発作の原因については、定期的な服薬の継続が困難となること、疲労、不眠等の身体的

ストレスに加え、避難所等の精神的ストレスか加わることで、発作が誘発されやすくなることが考えられる。抗

てんかん薬での発作抑制は十分に可能であるが、個々の症例で内服薬は異なり、特に難治例ほど薬物相互
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作用の調整が困難であり、緊急災害時に平常時と同様の内服薬を確保することは困難が予想される。そのた

めの対応として、発作時の初期対応について体制を構築、鎮痙に重きをおき、重積化しないためのシステム構

築、重積化した際の対応策をあらかじめ構築する必要がある(山本)。 

・脂肪組織由来幹細胞を皮膚潰瘍治療に用いるには安全性の確認など、まだまだ多くの基礎研究ならびに臨

床研究が必要であるが、将来的には災害医療拠点として災害時に発生する皮膚潰瘍に対して再生医療を応

用できるよう、診療・研究体制を構築していきたい（長谷川）。 

・ストレスによる長期的影響のパラメータが同定できたので、災害発生時のみならず、長期化した避難所生活

における環境改善につながることが期待される(寒竹)。 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
特になし。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
特になし。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

0

64,583

Ｓ1511008Ｌ

平
成
2
9
年
度

設 備

共同研
究機関
負担

年度・区分 支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

098,496

施 設

施 設平
成
2
7
年
度

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号

総 計

装 置

設 備

研究費

研究費

装 置

施 設

研究費

装 置

施 設

研究費

平
成
2
8
年
度

設 備

装 置

設 備

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0

0

0

0

70,221 28,275

0 0 0 0

0

30,728 29,462 0 0

23,571 41,012 0 0

0

0

0 0

22,127 22,126 0 0

0

038,942 29,990 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0

0 0 0 0

70,221 28,275 0 0

0

35,946 29,609 0 0

23,571 41,012

0

22,127 22,126 0 0 0

171,852 146,515 0 0 0

00 0

00

60,190

0

44,253

44,253

64,583

318,367

0

68,932

0

0

0

0

65,555

98,496

総
　
額

平
成
3
0
年
度

施 設 0

装 置

525,699 0287,771 237,928

131025

うち一般補助　2,311

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

うち一般補助 3,348

うち一般補助  340

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

研究費 62,189 34,100 28,089 0 0 0

0 0

研究費 61,501 32,136 29,365

0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

0 0 0 うち一般補助　0

平
成
3
1
年
度

施 設 0 0
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１７
（千円）

静岡災害医学 平成
研究センター 27年度 3 約 50 名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８ 研究費の支出状況

（千円）

49,280 私学助成

私学助成
実験動物飼育システム一式 27 1 通年稼動 18,837 私学助成

22,515 15,010 私学助成
7,16527 HAS-CFP 1 1,800 10,748

31,320

（研究設備）
DKH3次元動作解析システム 27 1 950

1 350 44,253 22,126 私学助成
（研究装置）
Illumina次世代ｼｰｸｴﾝｻｰ 28 Next　Seq500

251㎡

補助金額稼働時間数

（情報処理関係設備）

メラ遠心血液ポンプ装置（HAS-CFP）

事業経費施　設　の　名　称 研究室等数 使用者数

事業経費

98,560

0

装置・設備の名称 台　　数型　　番

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積 補助主体

補助主体

年　　　度   平成 27 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,267 試薬、器具等 15,267 試薬、器具等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 120 電話料、切手代等 120 電話料、切手代等

印刷製本費 456 業績集等印刷費 456 業績集等印刷費

旅費交通費 390 学会参加交通費 390 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 9,169 保守・分析委託 9,169 保守・分析委託

（修繕費等） 1,429 機器修理等 1,429 実験用機器修繕費、学会参加費
計 26,831

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 561 561 時給 1,550円、年間時間数約 350時間
（兼務職員） 実人数 1人

教育研究経費支出 0 0
計 561 561

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 32,798 32,798 実験用機器 ALSシミュレータ+SimPad　他

図　　　　書 0 0

計 32,798
研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

計 0
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（千円）

年　　　度   平成 28 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 26,008 試薬、器具等 26,008 試薬、器具等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 505 電話料、切手代等 505 電話料、切手代等

印刷製本費 1,222 業績集等印刷費 1,222 業績集等印刷費

旅費交通費 1,710 学会参加交通費 1,710 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 11,810 保守・分析委託 11,810 保守・分析委託

修繕費等 1,439 機器修理等 1,439 実験用機器修繕費、学会参加費
計 42,694

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,061 3,061 時給 1,550円、年間時間数 約1,950時間
（兼務職員） 実人数 2人

教育研究経費支出 0 0
計 3,061 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 15,542 実験用機器 15,542 サイド実験台等

図　　　　書 0 0
計 15,542

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 5,614 5,614 学内 ２人

研究支援推進経費 2,021 2,021 学内２人
計 7,635 学内４人

年　　　度   平成 29 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,802 実験用消耗品 18,802 試薬、実験用器材

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 338 電話料、切手代等 338 電話料、切手代等

印刷製本費 2,438 ポスター費 2,438 ポスター費、紀要製本費

旅費交通費 3,339 学会出張旅費 3,339 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 12,843 業務委託費 12,843 動物実験実験室保守費、廃棄物処理、検査等

（修繕費等） 711 機器修繕費等 711 研究用器具修理 ほか
計 38,471 38,471

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 時給 1,100円、年間時間数　約3,057時間
（兼務職員） 3,633 3,633 実人数 4人

教育研究経費支出 0 0
計 3,633 3,633

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 19,852 実験用機器 19,852 実験用機器 Countess🄬Ⅱ　Automated cell Counter他

図　　　　書 0 0
計 19,852 19,852

2,232 学内 3人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

3,599 学内 4人

ポスト・ドクター 1,367 1,367 学内 1人

研究支援推進経費 2,232

計 3,599
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年　　　度   平成 30 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,927 試薬、器具等 20,927 試薬、器具等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 380 電話料、サンプル送料 380 電話料、切手代等

印刷製本費 2,040 ポスター費、論文掲載料 2,040 業績集等印刷費

旅費交通費 2,275 学会出張旅費 2,275 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 18,665 保守・分析委託 18,665 保守・分析委託

修繕費等 1,747 機器修理等 1,747 研究用機器修理
計 46,034 46,034

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 時給 1,100円、年間時間数　約4,640時間
（兼務職員） 5,105 5,105 実人数 4人

教育研究経費支出. .
計 5,105 5,105

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 10,613 実験用機器 10,613 クリニカルDTS一式 他

図　　　　書 0 0
計 10,613 10,613

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 437 437 学内1人
計 437 437 学内 1人

年　　　度   平成 31 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,007 実験用消耗品 15,007 試薬、実験用器材

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 228 電話料、切手代等 228 電話料、切手代等

印刷製本費 1,571 論文掲載料 1,571 論文掲載料

旅費交通費 4,462 学会出張旅費 4,462 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 18,877 業務委託費 18,877 検査委託料、英文校正、謝金

修繕費等 1,780 機器修繕費等 1,780 実験用機器修繕費
計 41,925 41,925

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 時給 1,100円、年間時間数　約3,781時間
（兼務職員） 4,160 4,160 実人数 3人

教育研究経費支出 0 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 15,416 実験用機器 15,416 CALNEO　SmaｒｔC47　一式 他

図　　　　書 0 0
計 15,416 15,416

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0


